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FROM OUR
DIRECTOR

市民科学、施策、それに教育。2018年の成果を振
り返ると、Project AWARE® のコミュニティ、パート
ナー、スタッフは多くのことを成し遂げましたが、
その中で特に、この三つのことが印象深く感じられ
ます。

2018年にProject AWAREは、この惑星最大の水中
市民科学運動になるというビジョンに取り組み始
めました。3月に、この画期を成すことがありまし
た。私たちの最も重要な市民科学プログラムであ
るDive Against Debris®で、114か国におよぶ54,000
のサポーターたちからデータが提出され、100万個
ものゴミが回収され、報告されたのです。この100万
個のゴミは海洋生物や水中の生息地に大損害をあ
たえることは最早ありません。

私たちは海洋への最大の脅威のひとつに対する闘
いを高めただけでなく、これまで以上に素早く海洋
ゴミを回収・報告し、世界最大の水中海洋ゴミの
データベースを作り上げ、2020年末までにさらに
100万個を回収するという大きな望みを掲げまし
た。この質の高いデータベースは、現在分析され、
研究者による評価がなされていて、海洋生息地と海
洋ゴミがどのような相互関係があるか、そして、さ
らに重要なことに、実現可能な解決策を見つける努
力がなされています。

地域や国レベル、また、国際的レベルでの海
洋ゴミの危機に対する長期的で意味のある解決
策を求めて努力すること、これはProject AWARE 
が90年代初頭に創設されて以来の最優先事項で
した。しかし、2018年には、ゴミ活動という私
たちのコミュニティから世界中に生まれてきて
いるたくさんの変化の物語に出会いました。そ
のひとつがレジ袋の禁止で、これはDive Against 
Debris®データと、ダイビング・リーダーたち
が地元のコミュニティにおいて決定的に変えよ
うと世界的なインパクトを求めて行動したこと
に影響されています。非生物分解性レジ袋の禁
止は、2018年初頭にバヌアツの美しい南太平
洋の島々で効力を発揮し、地域的にも世界的に
も変化の波が生じています。

寄付を頂く方々のサポートのおかげで、すべ
てのダイビングを調査ダイビングにするという
私たちの目標に向けて、私たちの市民科学の仕
事の構想であるAdopt a Dive Site™ にさらに投資
することができました。2018年にProject AWARE
コミュニティは、空前ともいえる数のサイトを
選び、世界的な足跡を13.5%高め、水中調査を
通じてほぼ2,000時間を市民科学行動に費やす
ことで応えました。
私たちは、自分たちの歴史を大事にして、科
学的根拠に基づいて危機にあるサメとエイの仲
間を保護する施策を求める長い闘いを継続しま
した。

 ディレクターからの手紙



心をこめて

Danna Moore（ダナ・ムーア）
グローバルオペレーションディレクター

より強力な地中海ザメのヒレ切除禁止やトルコの
ヒメイトマキエイのための保護制度、国際水域での
ニシオンデンザメの計画的捕獲禁止などは、サメ保
護に関する私たちのパートナーとの施策に関する密
接な仕事がうまくいったほんのいくつかの例です。
私たちはまた、国際連合の持続可能な開発目標、特
に目標14、“海の豊かさを守ろう（Life Below Water）”
をサポートするために活動し、また、「クリーンオー
シャン」パートナーたちと一緒に、世界的な遺失漁
具についての施策をすすめるために活動しました。

2018には、壊れやすい水中生息地を一緒に守ろう
というダイビング・コミュニティへの行動の呼びか
けとともに、“AWARE WEEK”が世界的になりまし
た。このイベントは、私たちの重要なパートナーで
あるPADI®とのジョイントイニシアティブで、新たに
改定されたProject AWAREスペシャルティの内容が
ここで明らかにされました。これは、PADIダイビン
グトレーニングシステムの核心的な教育要素とし
て自然保護をさらに高めるものです。
　本年一緒に達成したことすべてに私たちはとても

満足しています。私たちは、Project AWARE で長期
にわたるビジョンを実現しようとしているのです
から、私たちの世界的コミュニティほぼ100万の強
力かつ増え続けているコミュニティと私たちの
パートナーなしにはそれをなしえないことを知っ
ています。すべての皆さんが、私たちと共にこの
海の惑星を守るために活動してくれることに感謝
いたします。

私たちは共にProject AWARE- Where Conserva-
tion Meets AdventureSM（そこは保護が冒険と出会
うところです）。
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Who WE ARE

　Project AWARE®なら、未来を信じられます。もはや
海を守らなくてよくなるという未来を信じられます。
私達は、海の冒険を求める情熱と海洋保護という目標を
結びつけ、長く続く変化を作り出します。

　Project AWARE ®が働きかけたいと思っている重要
な場所は2つあります：コミュニティと施策の2つです。
私達のグローバル・コミュニティが水中（フィンを履いて）
でも、また、陸上（フィンを脱いで）でも行動できるよう
に、私達はそのためのツールとインスピレーションを提供
しています。また、こうした行動を施策とリンクさせて、き
れいで健全な海を取り戻す私達のビジョンへ向かって進
むようにします

 AWEREの紹介

　私たちは、施策の変更のために闘い、全政界
のボランティア・コミュニティを巻き込んで動か
し、世界的な海洋自然保護のための具体的な諸
目標に取り組んでいます。

　私たちは協力して、世界中に
献身的な個人から成るチーム
を送っています。その人たち
は、本物で掛け値なしに環境
を守る闘いに勝利するための
海洋保護と冒険への情熱を共
有している人たちです。

　私たちは、個人、政府、NGO（非政府
組織）それに企業といった、私たち同様、
海洋を保護する必要がなくなる未来を信
じているところと協力し、共に創り出し、
提携しています。

　オーストラリア、連合王国（イギリス）、アメリカ合衆国にあるオフィスと一緒に、私たちは、海洋と
海洋に依存しているコミュニティに対して地域と世界的な変化を創り出すための行動を起こていま
す。地域での私たちの諸行動は、全体として最も傷つきやすい複数の海洋生物種を保護し、汚染を
減らしています。Project AWAREは公認の非営利組織です。

　私たちは、冒険者たちのコミュニティからパワーを得ている海洋保護の世界的運動です ‒ そこは
自然保護が冒険と出会うところ（Where Conservation Meets AdventureSM）です。



A globalVOICE

331,299 $154,781

16,200

231.7k

142.9k

21.1K

41.5k

2018年にウェブを見た人たち

Facebookフォロワー

Instagram フォロワー

2018年のYouTubeビュー数、
2008年にチャンネル配信以降では、
1201.5Kビュー

Twitterフォロワー

2018年にMy Oceanに記録された保全活動。
2011年以降では、190,630

オンラインでの寄付の増加

facebook.com/ProjectAWAREFoundation

@projectaware

@projectaware

Project AWARE®をフォローしよう 

世界の声

　きわめて多くの困難があったにもかかわらず、ともにする海洋への情熱と、どんな小さな活動
でも海洋保護のためになるという信念で私達はひとつになっています。オンラインとオフライン
の両方で、私達は、海洋保護という目的を伴った冒険への情熱を呼び起こし、つなげ、集めるの
に必要な諸行動を応援し、周知し、創り出し、シェアしています。 私達は海洋に味方する世界
的な声ですし、このインパクトのあるレポートは、私達の声を見事に示しています。

寄付
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Our global
COMMITMENTS

世界的な海洋ゴミの危機に
対処する ‒    
水中市民科学

世界規模で、 
彷徨う漁具に取り組む ‒ 
複数の利害関係者の
パートナーシップ

サメとエイの保護 ‒  
傷つきやすい種を
保護するための施策 

世界的なコミットメント

　2018年に、私たちの自然保護活動は引き続き、国際連合の「持続可能な開発目標、特に目標14“海の豊かさを守ろう
（Life Below Water）”」、をサポートすることに焦点を当て、以下のことを行ないました：

Project AWARE® は、スクーバ・ダイバーを動員
して、水中で見つけた海洋ゴミを回収・記録
・報告して、データの空白を埋めて、体系
的な変化を促すように本気で取り組み
ました。

サメ保護に関する私たちのパート
ナーと協力して、私たちは、

Regional Fisheries Management 
Organizations（RFMO:地域漁業管理機関）

やCITES（Convention on International Trade of 
Endangered Species of flora and fauna：絶滅のおそれのあ
る野生動植物の種の国際取引に関する条約）およびCMS
（Convention on the Conservation of Migratory Species 
of Wild Animals：移動性野生動物種の保全に関する条約）
のような国際条約を実施することでこうした種を保護する
施策を実施するように積極的に活動しています。

Global Ghost Gear Initiative
（世界幽霊漁具構想）の
一員として、私たちは

紛失・放棄された漁具の
有害な影響から健全で
豊かな海を守るために
本気で取り組みました。

　2015年に、（150以上の）国家は「持続可能な開発のた
めの2030アジェンダ」とその「持続可能な世界を実現す
るための17のゴール（SDGs）」を批准しました。この目標
は、すべてのものにとってよりよい、かつ、より持続可能
な未来を達成するための青写真です。それは、私たちが
直面する世界的な課題を示していて、貧困や不平等、気
候、環境の劣化、繁栄、平和、正義も含まれています。

　SDGsが達成されるためには、ひとりひとりがフィンを履
いて（水中で）、また、フィンを脱いで（陸上で）、それぞれの
行動を起こす必要があります。2018年に、Project AWARE
は、#Act4SDGsへの取り組みを更新し、ダイビングや冒険、
行動を1回たりとも無駄にしません。2018年に世界中のダ
イブサイトから海洋ゴミを100万個回収したという画期を
達成した後、私たちは、ダイビング・リーダーたちの世界的
コミュニティを動員すること、および、2020年末までにさら
に100万を回収するゴミ活動を、責任を持って行なうことを
再確認しました。



2018 Highlights
A YEAR OF ACTION AND PROGRESS

1月

2月

4月

5月
3月

Dive Against Debris® のデータは
プラスチックの禁止に
貢献しています

Project AWAREのボランティア
ゴーストギア（幽霊漁具）に取り組む 

100万個のゴミが
海洋から回収された

サメ連盟のパートナーたちが
サメとエイのための成果を
勝ち取りました

アースデーの4月22日は
Adopt a Dive Site™ の2年目の記念日です 

2018年のハイライト
行動と前進の一年

　彷徨う漁具の回収やバルーンのボイコットから、ヒメイトマキエイの保護や地中海ザメのヒレ捕獲を法的にさらに強
く禁止することまで、2018年は、Project AWARE がフィンを履いて（水中で）、また、フィンを脱いで（陸上で）、海洋の
ための地域および世界の両方での変化を創り出すために行動した一年でした。私たちが2018年に達成したことは、海
洋冒険家の世界的コミュニティのひとつひとつ、自らの情熱を海洋保護という目的と結びつけたひとりひとりに感謝す
ることなしには成し遂げられませんでした。一緒になった私たちの行動は、大きなものでも小さいものでも、きれいで
健全な海への回帰により近づく1歩になっています。

2018年に、ギリシャのアレクサンドロス・マ
ラガリスと彼のボランティアのダイビング・
チームは、巨大な魚網を回収するのにもの
すごい努力を払いました。この漁網はなん
と差し渡しの長さが50から80mもあるも
のでしたが、この回収活動はAdopt a 
Dive Site™ の場所をゴーストギア（幽霊漁
具）の有害な影響から保護するためのも
のです。同時に、私たちの共同行動はゴー
ストギア（幽霊漁具）に対する長期的な
解決策を見つけるための1歩になってい
ます。

2016年のアースデーにこのイニシアティブが開始されてから、私たちの
献身的なサポーターとボランティアによって世界中の400以上のダイビ
ング・サイトが “adopt（採用）”されました。53の連邦が「ブルーチャー
ター」に署名し、最も差し迫った海洋問題に対する解決策を見つけようと
しています。バヌアツは海洋汚染のチャンピオン国になっています。

クリスティーナ・ショウは、南太平洋諸島のバヌア
ツにあるダイブセンター、ビッグブルーでDive 
Against Debris® 調査を行ないました。このDive 
Against Debris® 調査で集めたデータに基づき、
他の沿岸海洋環境グループのレポートも用いて、
バヌアツ政府は生物分解しないプラスチックの輸
入と製造を禁止する旨の声明を出しました。

Project AWARE の最も重要な
市民科学プログラムであるDive 
Against Debris®が、画期的な
ことを成し遂げました。ダイビン
グ・ボランティアによって100万
個の海洋ゴミが回収され、報告
されたのです。

絶滅危惧種保護の地中海協定に違反して
トルコで30匹のヒメイトマキエイが捕獲
されたことに関して、それへの対処と行動
を求める要請に対して、2018年3月にトル
コ政府はヒメイトマキエイと他の13種のエ
イとサメ保護措置を公布しました。した。



6月

7月 8月

10月

11月

12月

9月

Project AWAREは中国の
コミュニティを動員しています

AWAREインパクト：
カリブ海諸島、
タイ、インドネシア

Dive Against Debris調査の
結果を基にする
 

AWARE WEEK
世界的になる
 

Project AWAREチームと
運動は引き続き成長しています

2019年へとダイブする
準備をする

2020年、
次の100万への
カウントダウンが
開始されます

新しい年、新しい始まり

私たちは、新しい才能豊かな非営利のプロ
フェッショナルたちが Project AWARE チーム
に来てくれて、新しいスキルと専門知識をもた
らしてくれて、さらに自然保護がうまくいくこと
を歓迎します。

世界中の自然保護活動がいっ
ぱいに詰まった1週間である、
初めての世界 AWARE WEEK が
2018 年の 9月15日から23日
まで行なわれました。

Project AWARE® は、中国でこの組織が率先して行
なう仕事と関与する仕事が拡大していると発表し
ています。2018年のUNEP（国連環境計画）の
Young Champion of the Earth賞受賞者である
Miao Wangおよび明日中国基金会（China Next 
Foundation）、Better Blueプロジェクトと密接に
協力して、Project AWAREは、決定的な違いを創り
出し、冒険を海洋保護という目的と結びつけるこ
とに情熱を注ぐ、伸び盛りの中国の海洋保護者コ
ミュニティを応援しています。
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タイとインドネシアでコミュ
ニティの奉仕活動とサポート
を成功させてから、私たちの
コミュニティの自然保護責
任者は、帰路に今度はカリ
ブ海諸島で、その地域で直面
している自然保護の困難を
理解し対処するために、一連
の「海洋ゴミセミナー」を実
施し、Dive Against Debris 
調査に加わり、地元のコミュ
ニティと一緒に力を合わせ
た活動を行ないました。

バヌアツでの使い捨てのレジ袋やスト
ロー、ポリスチレンの食糧容器に関する禁
止は、ダイビング業者を含む地元のコミュ
ニティのサポートのおかげで、引き続き実
施されています。

バリでのOur Ocean 2018
会議で#NextMillion2020
が開始され、世界的インパ
クトのための地域活動が
公約されました。

私たちの目線をCITES（絶滅のおそ
れのある野生動植物種の国際取引
に関する条約）に定め、以前より素
早くより多くの海洋ゴミを回収・報
告するという望みを高め、「持続可
能な開発目標」とサメ保護のため
に活動するという新しい年の目標
を私たちは設定しています。

私たちが2018年に達成したことは、海洋の冒険という私たちの
世界的コミュニティのひとりひとりのおかげがあって初めて可能
なものでした。協力した私たちの行動によって、私たちは、フィン
を履いて（水中で）、また、フィンを脱いで（陸上で）、綺麗で健
全な海洋へ戻るための一歩を踏み出しました。これで27年目に
入りますが、私たちは強力なコミュニティ、新しいチームメンバー
と共にあり、海洋のための明確な目標と目的を持って存在してい
ます。



TACKLING 
MARINE DEBRIS

FROM #ONEMILLIONLESS TO 
#EVERYDIVEASURVEYDIVE

A Return to a
Clean Ocean Dive Against Debris

きれいな海への回帰
海洋ゴミに取り組む

　海洋汚染は、この海の惑星が直面している最
も大きな脅威です。海洋ゴミ（私たち人間が生み
出したゴミで主として陸から海に入るもの）は、
極めて大きな損害を与える汚染物質で、海の生
物と人間の健康に長期にわたるインパクトを伴
うものです。プラスチックの汚染は特にコストが
かかり、一年に推定130億US$の環境破壊にもな
ります。海棲動物はこのためすごい被害を被って
いて、絡まったり、プラスチックを食料と間違え
ることすらあり、命を失うことも度々です。ダイ
バーや遊泳者、海岸へ出かける人たちもまた、海
洋ゴミやその毒素をまともに受けて損害を受け
る可能性があります。世界の海洋ゴミ危機のス
ケールは、立ち向かうのに怖気づくほどですが、
私たちには変革へと舵を切るパワーがありま
す。

　水中での行動でこの脅威に対処するために、
Project AWAREは、2011年に私たちの最も重要
なクリーンオーシャンプログラムであるDive 
Against Debris® を立ち上げました。この世界的
な市民科学プログラムは、その種の最初で、か
つ、唯一の海洋ゴミ調査で、私たちのコミュニ
ティを市民科学に巻き込むのにきわめて成功し
ているものです。ダイバーたちはゴミの回収に常
に積極的に関わっていましたが、長く続く変化へ
と舵を切るのに必要な証拠を確実に積み上げる
ことができるようにするには、報告のシステムが
不可欠でした

Dive Against Debris
（100万減らす）から（毎回のダイブが調査ダイブ）へ

　私たちは何十年もゴミについて話題にしてきたように
思えます。全地球的な海洋ゴミの長期にわたる、有意義
な解決のために、地域や国レベル、国際的レベルで活動
するということが、Project AWARE®が90年代に開始さ
れて以来の最優先の事項です。しかし、2018年に、海洋
ゴミに対する私たちの取り組みと闘いは、非常に重要な画
期的出来事を記録しました。海の底から100万個のゴミを
回収し、そのことが海底のゴミに関する私たちの世界的
なDive Against Debris®データベースを通して報告され
たのです。
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#ONEMILLIONLESS
（100万減らす）

　2018年に、私たちのDive Against Debris®市
民科学プログラムは、非常に重要な画期的出来
事を記録しました。海から100万個のゴミが回収
されたことが報告されたのです。
　このプログラムが2011年に開始されてから、
レクリエーショナル・ダイバーとプロフェッショナ
ル・ダイバーは、日光浴用の折りたたみベッドか
らバッテリーや靴までの様々な物、それに、膨大
な量のプラスチックの袋やナイフ、フォーク類、
ボトル類を回収してきました。集められたデータ
は科学者が海底に沈んだゴミを推定するのに必須
な情報を捉えています。このデータが重要なのは、
海に入り込んでいるゴミの70%以上はなお海底
に沈んでいて、Dive Against Debris 以前には、
海底のゴミに関する有効な情報は、特に世界的
規模では、ほとんどわかっていなかったというこ
とです。Dive Against Debrisで収集されたデー
タは海底のゴミの程度についての知識と理解を
高めるために決定的に重要です。このデータは
また、ゴミをその発生源で止めて、傷つきやすい
海洋生物を救う解決策を作成し、きれいで健全
な海の未来を確保するためにも欠かせません。

　この画期は、プラスチック汚染とそれが海洋の健全性
に与えるインパクトの問題にこれまでにないほど注目が
集まっている時にあたっています。科学者たちは、およ
そ2000万トンのプラスチック廃棄物が毎年海に流れ込
んでいると推定しています。2018に、国際連合と各国
政府はプラスチック廃棄物を削減するための努力を強
化しました。たとえば、欧州委員会は、プラスチックと
経済におけるその有用性を維持し、浪費を避け、海洋
廃棄物を削減するために、かつてないプラスチックに関
する汎ヨーロッパ戦略を採用しました。私たちのパート
ナーである「Seas At Risk（危機にある海）」と共に、私
たちは、海岸で最もよく見る、また放棄された漁具とし
て最もよく見つかる10種類のプラスチック製品を目標に
して海洋廃棄物に発生源で取り組もうという、「欧州委
員会」によって提案された意欲的な方法を歓迎するも
のです。Dive Against Debris に参加しているボランティ
アたちは、データを提供してきましたが、そのデータは
プラスチックに関するより厳しい施策を採用するのに必
要なデータを意志決定者に提供する助けになっていま
す。Dive Against Debris で報告された品目のほぼ70%
はプラスチックです。



Community Action

インパクトストーリー：ゴミに反対する
コミュニティの活動

率先して行なう：バヌアツの
すばらしい変化

8年前に、Dive Against Debris が始まって以来、
Project AWAREの熱心なボランティアネットワーク
は、フィンを履いてのゴミの回収とフィンを脱い
でのこの重要なデータの報告を通して、実際のイ
ンパクトを与えてきました。

生物分解性でないプラスチックバッグ禁止令が、
2018年初頭に美しい南太平洋諸島のバヌアツで施
行されました。バヌアツの閣僚評議会は、この国に
輸入・製造される使い捨てのバッグを禁止するの
に同意しました。これは、PADI 5スターIDセンター
の Big Blue も加わっている環境海洋海岸グループ
によって実施された首都のあるエファテ島周辺の
調査で大量のプラスチック廃棄物が示されたこと
によります。

Christina Shaw（クリスティーナ・ショー）は、Big 
Blueで、Dive Against Debris調査を3ヶ月に1度実
施しています。彼女は、2013年からバヌアツでダイ
ブサイトを調査し続けています。熱帯雨林や驚異的
な水中のサンゴの庭園、カバーン、ドロップオフと
いったありえないところから、彼女のボランティアの
ダイブチームは、4,000キロ/8,800ポンド以上のゴ
ミを回収・報告しています。彼らのクリーンナップ
の努力と海洋生物を保護する行動は当然にも注目
され、また、そのDive Against Debrisデータは、地
元のグループとバヌアツ政府の努力と結びつき、す
ばらしい変化を助けました。

Shawは、地元自治体や業者と一緒に、今後使い
捨てのプラスチックの使用をさらに減らす努力をし
たいと思っています。この禁止令は現在また、食料
を運ぶのによく使われているポリスチレンの持ち
帰りボックスに拡大されています。バヌアツ外務
省の、Ralph Regenvanu（ラルフ・レゲンバヌ）は、
この禁止令の助けになってくれました。氏は現在
また、連合王国（イギリス）とバヌアツが主導した
「Commonwealth Clean Oceans Alliance （コ モ ン
ウェルスきれいな海同盟）」を確固たるものにしてき
ました。これは、プラスチック汚染に対する世界

コミュニティの活動

的闘いに協力するためのもので、「Commonwealth 
Heads of Government（コモンウェルス首班）」と
「Commonwealth Blue Charter（コモンウェルスブ
ルー憲章）」での海洋汚染についての提言に含まれ
る53カ国によってバヌアツがチャンピオン国に指
名されているものです。2018年11月、バヌアツは
国際連合の国際海事機構（IMO）でリーダーシップ
の役割を担い、IMOは船舶からの海洋プラスチック
ゴミに取り組むための行動計画を採択しています。

“数字に表して、どんなゴミが海洋環境に問題
を引き起こしているのか理解するのは、本当
に大事です。誰もがゴミで問題があるのは
知っていますが、実際にその情報を提供し、
どのくらいあるのかわかれば、みんなそれが
どれほど大きな問題で、そのために何かしな
くちゃならないことがわかるでしょう”
Christina Shaw - Big Blue バヌアツ
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Community Action

Dive Against Debris：
香港でのヒット
 

コミュニティの活動

香港に本拠を置くBlue Ocean Club は、15年以上
にわたる経験と、海をきれいにしよう、海洋ゴミと
闘おうというスローガンを常に掲げていますが、
2018年に海のための行動を起こす年を成功裏に祝
いました。彼らは6つのヒットを組織するという挑
戦を自らに課しました。地元のダイブサイトでの
Dive Against Debris 調査に自分たちの名前をつけた
わけです。

最初のヒットは、2018年5月に、香港の西貢に近
いBluff島（沙塘口山）で得られて、32名のダイバー
が参加し、海底から28キロのゴミを集めました。一
番多く見つかったのはプラスチックでした。6番目
のヒットは、香港の西貢のLittle Palm Beach （小棕
林）で、52キロのゴミが回収されました。主として
放棄された漁具（ルアー、釣り竿/さお、網）やアル
ミ/ガラスの瓶でした。

Blue Ocean Clubは、2014年以降18回のDive 
Against Debris調査を通じての影響を、胸を張って振
り返ることができます。合計、438.76 キロ/967.30ポン
ド、2,598品目を海底から引き上げたのです！Blue 
Ocean Clubが集めたデータはProject AWAREの世界
規模のデータベースに加えられていて、地域的およ
び世界的に固体廃棄物管理を改善する施策の開発
と履行を支援するのに役立っています。

ゴミを回収し、データを報告するのと同様に、Blue 
Ocean Clubにとってカギとなるもうひとつの目標
は、海洋が直面している問題への認識を高めるこ
とと、海洋保護のために、フィンを履いて（水中
で）、あるいはフィンを脱いで（陸上で）、他の人を
Project AWARE運動に参加して行動するように促す
ことです。

Project AWAREの水中ゴミに関する世界的なデー
タベースから、中華圏全体の海底で最もよく見つか
る品目は、以下のように報告されています。飲料ビ
ン、食料包装用品、それにプラスチックの破片など
です。

“このイベントの目的は、海から海洋ゴミを回
収することと、海洋ゴミ調査を実施して海洋
ゴミ問題についての認識をたかめ、同時に、
他の人たちがこの運動に加わって、私たちが
気にかけている海を守るための重要な行動を
とるよう促すことにあります”　
Blue Ocean Club



2018 Dive Against Debris

Top3  reporting

DATA REPORT

COUNTRIES 

2,376

91

65%

2,670

1,997.32

151

ダイブサイトにおいて水中で実施した調査時間
（平均 38.41 時間 /週）
 

 “ゴミなし”調査

Dive Against Debris
の質の高さを確認した調査 

見つかった絡まった動物 
参加国 

回収されたゴミの総重量

74,467 kgs
164,172 lbs

ゴミ品目で回収された品目
305,008

報告されたゴミ品目に
プラスチックが
占める割合

参加者数
16,266

1,554
Dive Against Debris
スペシャルティ・インストラクター数
 

764 

Dive Against Debris
ディスティンクティブ・スペシャルティ受講の生徒ダイバー

 

USA 
262調査
世界全体の調査の11%

タイ
180調査
世界全体の調査の7.6% 

インドネシア 
156調査
世界全体の調査の6.6%

-

データレポート

　Dive Against Debris® の質の高さを確実にサポートするために、Project AWAREチームに提出された調査の各々に
対して、私たちの専門スタッフによって十分な細心の調査が行なわれます。この一覧は、その作業を反映したもので、
これによって、健全な市民科学を基礎にした私たちの施策を作る優先順位を決定することが可能になっています。

報告をうけた国々のトップ
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BREAKDOWN

REPORTED TO DIVE 
AGAINST DEBRIS ®  IN 2018

Debris item

Top10 items

プラスチックの破片
32,670 品目 10.84%

プラスチックバッグ：食料雑貨/小売り
11,312 品目 3.75%

プラスチック食料包装用品
14,135 品目 4,69%

プラスチックの漁具：釣り糸
56,070 品目 18.60%

漁具：おもり、ルアー、釣り針
15,947 品目 5.29%

プラスチックのコップ、皿、フォーク、
ナイフ、スプーン
9,707 品目 3.22%

ガラスおよび陶器のビン
14,640 品目 4.86%

その他のゴミ
8,645 品目 2.87%

飲料缶（アルミ）
13,472 品目 4.47%

プラスチックビン：2㍑未満 
14,673 品目 4.87%

プラスチック
197,021 品目 65%
ガラスおよび陶器
22,094 品目 7%
金属
47,310 品目 16%

ゴム
3,678 品目 1%

木材
3,739 品目 1%
衣類/布
10,435 品目 3%

その他
8,645 品目 3%

紙類/段ボール類
3,465 品目 1%
混合素材
5,042 品目 2%

ゴミ品目の内訳

ゴミ品目のトップ10　2018年DIVE AGAINST　DEBRIS®に報告された内訳



FOUND IN THE OCEAN

プラスチックの
釣り糸

プラスチックの
破片 

ガラスの
飲料ビン 

プラスチックの
飲料ビン

金属の
飲料缶

191,788 
全品目の14.92% 

121,192 
全品目の9.43% 

75,819 
全品目の5.90% 

74,112 
全品目の5.76% 

68,934 
全品目の5.36% 

1

2

3

4

5

Top10 trash items
*2018年12月現在 

海洋で見つかった
トップ10のゴミ品目
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食料包装用品 

プラスチックバッグ
食料雑貨 /小売り

金属の漁具
おもり、ルアー、釣り針

プラスチックの
コップ、皿、食器類

ガラスおよび
陶器の破片 

68,132
全品目の5.30%

56,836
全品目の4.42%

46,549
全品目の3.62%

42,980
全品目の3.34%

32,816 
全品目の2.55%

6

7

8

9

10



23年、そして、記録の継続 -
アイスランドのBlue Army

ギリシャのゴーストギア（幽霊漁具）

Community Action
コミュニティの活動

Project AWARE®で活動しているTómmi Knúts（ト
ミー・ナッツ）は、23年にわたって、‘Blue Army’の舵
を取ってきました。この団体はアイスランド中の海岸
と水中から率先してゴミを回収してきた団体です。こ
のすべてはProject AWAREの海岸と港のクリーンナ
ップから始まったもので、現在では、海洋保護へのボ
ランティアのパワーと彼の情熱も加わって、Tómmiは
アイスランドの登録NGOとしてBlue Armyを運営して
います。

彼のクリーンナップには地元と各地からのボラン
ティア、政治家、国際的な大使たちが加わり、マンパ
ワーが十分ではない場合には、Tómmiは自分のロゴ
マーク入りの青い小型トラックを使って漁網や他の
幽霊漁具のような大きいものを回収しています。

Blue Armyはアイスランドだけでなく、国際的にも
有名で、またTómmiが行なっている海洋保護に対す
る献身は誰もが知っています。2018年に、Blue Army
は、彼らが行なっている｢クリーンアイスランド｣プログ
ラムに対して「ノルウェイ環境賞」候補の推薦を受け
ました。

Tómmiは20年以上も海洋保護のために精力的に
活動していて、止めようという気配さえありません！
彼は私たちが一緒にやれば変えられるという輝かし
き手本なのです。

“Tommiの情熱は、常に環境であり、陸上
と水中の両方での、よりよく、よりきれい
な未来を求める闘いでした。シンプルな
Project AWAREイニシアティブとして
始まったものが、今日彼の第一の活動に
なりました。このBlue Armyです” 
DIVE.IS 

“1995年から、Blue Army の 6500人
以上のボランティア達は、200以上のさ
まざまなプロジェクトで延べ66000 時
間を費やし、アイスランドからあらゆる種
類のゴミ（くず金属や漁具、プラスチック、
タイヤ、材木、バッテリー）を1430トン以
上回収しました”
Tómmi Knúts

2018年に、サモス島のPADI® オープン・ウォーター・ス
クーバ・インストラクターであるAlexandros Malagaris
（アレクサンドロス・マラガリス）は、地元のダイブサイト
から3つのゴーストギア（幽霊漁具）と各種の、失った、
あるいは、放棄された漁具を回収する作業を率先して
行ないました。この漁網は差し渡しの長さが50から80 
メートルありました。

Malagarisは、Project AWAREのAdopt A Dive SiteTM

に参加し、Kokkariというダイブサイトを選びました。彼
が10年以上もダイビングしていて常にゴーストギア（幽
霊漁具）や他の海洋ゴミから保護しているサイトです。



19

すべてのダイビングが調査ダイビング
解決策の一部になろう -
#NextMillion2020（次の100万2020）

Dive Against Debris®の活動家が
ワールドオーシャンズデー（世界海
洋デー）フォトコンテストで優勝

 “私は、自分のダイブサイトにプラスチックご
みがないようにして、海洋生物やダイバーた
ち、それに私の2人の子供が安全でいられる
ようにしたいと思っています。そこは私の裏庭
だと感じています。裏庭が誰にとってもきれい
で安全であるようにしておきたいのです。だか
ら、私は、Project AWAREを支援している
のです。私は同じ志のダイバーたち、海と自分
のコミュニティにお返しをしてくれるダイバー
たちの世界的ネットワークの一部なのです”
Alexandros Malagaris

2018年10月のバリでの第5回Our Ocean 
Conferenceで、私たちは海洋のゴミに対するよ
り強力な立場をとることを公約しました。私たち
は、#NextMillion2020（次の100万2020）を開始
し、2020年末までに世界Dive Against Debrisの
ゴミデータ収集に、もう100万のゴミを加える目
標を持って、地方のコミュニティを動員し、世界
の海洋ゴミ危機のスケールの大きさの証拠を引
き続き積み上げようとしています。

私たちは世界中のダイバーたちがスクーバ・ダ
イビングのスキルを使って、多くの人たちが目に
触れない、思いもしないものを報告するよう強く
促しています。海洋ゴミの危機に対する長期に
わたる解決策を見つけようとするなら不可欠で
ある水中のデータを集めるのに必要なスキルを
持っているのは唯一、ダイバーたちだけです。私
たちは、世界のダイビング・コミュニティに、2018
年以降のすべてのダイビングを調査ダイビング
にするように、そして、Dive Against Debrisの世
界的なデータセットへの決定的なデータに送っ
てくるよう呼びかけました。

これで連続5回目になりますが、あらゆる職業の海
を愛する人たちが、写真を通して、海の美しさと重要
性を共有しました。それは、ますます人気を博してい
るワールドオーシャンズデーのフォトコンテストにお
いてです。

この結果は2018年6月8日金曜日のワールドオー
シャンズデーに、ニューヨークの国際連合本部のレセ
プションで、数百人の代表が参列する場で発表され
ました。私たちは、この年の新しいカテゴリー：Clean 
Our Ocean（私たちの海をきれいに）で認められた
Rosie Leaney（ロージー・リーニー）のきれいな海へ
の情熱とコミットメントをワクワクしながら見守りま
した。

一枚の驚くべきパノラマ写真で、Rosieは波の下に
ある海洋ゴミの酷い結果を切り取っていて、その一方
で、そのショットはきれいな海へのすばらしい行動を
駆り立て、激励するもので、私たちがスクーバ・ダイ
バーとして愛するものを守るために持っているパワー
と責任を示してもいるものです。
 

“私たちは、これまで以上に素早くより多く
の海洋ゴミを回収し、報告する希望を高めて
います。そうすれば、私たちはまた、提出さ
れたすべてのデータを分析して、海洋ゴミが
どのように海の棲息場所と影響し合うのか
についていくつかの基本的な問題に答え、
そして、さらに重要なことに、考えられる解
決策を見つけ出すことができるでしょう”
Ian Campbell（イアン・キャンベル）、
Project AWARE 
アソシエイトディレクター
施策およびキャンペーン担当 

“現行のDive Against Debris調査を通
じて、非常に多くの同じ志の人々と出会い、
また、私たちが行なっていること、そして、
記録しているデータが本当に変化を生み
出す助けになることを知るのは素晴らし
いことです。私はパノラマ写真を撮って
Dive Against Debrisを写しだし、人々
が、何かのイベントでも、あるいは、バディ
と一緒の定期的なダイビングででも、それ
に参加するようになればと思っています”
Rosie Leaney



Growing a Citizen
SCIENCE MOVEMENT
Adopt A Dive Site™ 

キュラソー島

Fifth Point -
ダイビングビジネスの
土台としての自然保護

Community Action
コミュニティの活動

成長し続ける市民
科学運動

2018年は、私たちのAdopt a Dive Site プログラム
にすばらしい成長がもたらされました。この年だけで、
100以上のサイトが採用されたのです。スクーバ・ダイ
ビング・コミュニティのユニークな水中スキルを使っ
て、Adopt a Dive Site は世界中のスクーバ・ダイビン
グ・リーダーたちに強い刺激を与えています。 進行中
の、地元の自然保護に参加し、私たちの水中の遊び場
をモニターすることに加わるようにという刺激です。

合計で、世界中の424サイトが私たちの責任を持っ
たサポーターとボランティアによって採用されていま
す。このプログラムは私たちの世界的な市民科学、今
後成長するようにと私たちが期待しているものの今後
の足跡とって必要な基礎を提供するものです。

「Curaçao Dive Task Force（キュラソー島ダイビング
専門部隊）」には12人の実施隊員がいて、全員が
Project AWAREのAdopt a Dive Siteに献身していま
す。キュラソー島のダイブセンターは協力して、ゴミの
猛攻撃から自分たちのダイブサイトを守るべく団結し
てきました。保護は別個ではできないことに彼らは気
がついています。本当に変化をさせるには全員の協力
した努力が必要です。

“私たちみんなが一緒に持続可能なコミュ
ニティとして活動し、私たちの海を保護こ
とがものすごく大事です。このDive Task 
Force（潜水戦略部隊）がDive Against 
DebrisとAdopt a Dive Siteイニシア
ティブへ献身的に関わることは、私たちの
島の海洋生物への認識を持続させ、拡げる
ための第一歩です”
Miles Mercera, CHATAのCEO

Nic Emery（ニック・エメリー）は、イングランドの
ノーサンバーランド州のFifth Pointダイビングセン
ターの共同設立者ですが、彼は自分のビジネスのあら
ゆる面に海洋保護を組み込みました。このセンターそ
れ自体が再生資材で作られていて、リサイクルや、アッ
プサイクル（再生資材からさらによいものに作り替え
ること）、食物の堆肥化などは、日常的に行なわれて
いることです。Fifth Point が行なうすべてのダイビン
グはDive Against Debrisであり、また、そのダイブサ
イトであるKnacker Holeをadopt（採用・適用）してき
ました。ノーサンバーランドの水域をさらに保護する
ために、Fifth Pointのチームがダイビングで持って帰
るのは思い出だけ、残してくるのは泡だけで、すべての
活動で正しいウエイト調整と中性浮力、素晴らしいト
リムに焦点を合わせ、彼らの哲学に従って、責任を
持ったダイビングを教育し、それを確実に行なってい
ます。海を保護することは、Fifth Pointでの規範であ
り、そのドアを通る、ひとりひとりのダイバーが海の守
護者たるべく影響を与え、教育しています。

“連合王国（イギリス）には、自分の海は非
常に厳しいという誤解があります。特に北
東地域ではそうです。誰もがそこは冷たく
て、暗くて、何も住んでいないから、そこ
をメチャクチャに扱っても何とかなると考
えています。そこは冷たいですが、連合王
国のダイビングの岩や海は生命で溢れてい
ます” 
Emery
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AGAINST TRASH
Partnerships

ゴミと闘う
パートナーシップ

海洋ゴミの問題を解決は、パートナーシップ（大き
なものと同時に小さなもの）、それに、変革を求める
支援の高まりなくしては不可能です。私たちは海洋ゴ
ミに関してユニークな水中の観点を持っていますが、
その海洋ゴミはスクーバ・ダイバーたちが報告する
Dive Against Debris® データを通して彼らが目に見え
るような形になっているのです。実際に変化が生じる
ような影響を与えるために、Project AWAREはこうし
たイニシアティブや提携を通じて、ゴミに反対するパ
ートナーを組んでいます：

各種の注目されている国際フォーラムにおいて、
Project AWARE は冒険者たちの世界的コミュニティ
を代表し、彼らの「クリーンオーシャン」戦略を伝え
て、カギとなる利害関係者が海洋ゴミに取り組み、ま
た、海洋ゴミをその発生源で防ぐための解決策に向
かって活動することを間違いなく議事のトップに据え
るように努力してきました。



INTERNATIONAL 
YEAR OF THE REEF

A Healthy Ocean

サンゴ礁
再生プロジェクト

Community Action
コミュニティの活動

健全な海　国際サンゴ礁年

2018年は「サンゴ礁イニシアティブ（ICRI）」によっ
て国際3回目の国際サンゴ礁年（IYOR 2018）に指定
された年です。この指定によって、サンゴ礁の生態系
を助けるのに必要な根本的な施策を実施し、社会的
注目という、行動を変えるのに必要なものを築き上げ
るチャンスが生まれました。Project AWAREは、ICRI
のNGOメンバーとしてサンゴ礁や関連する生態系を
保護するために、諸政府や国際組織、非政府組織に
よる関連国際協定や合意を履行するためのサポート
をしています。

Project AWAREは、2018年4月のアースデーに、自
らの国際サンゴ礁年の事業を開始しました。Project 
AWAREの世界的支持者である50万人以上のフォロ
ワーとウェブビジターをターゲットとする一連のオン
ライン・コミュニケーションを通じて、Project AWARE
は、2018年を通して傷つきやすいサンゴ礁へのプラ
スチック汚染の影響にハイライトを当て、その重要性
とサンゴ礁が直面している脅威に関する認識を高
め、Project AWAREコミュニティのメンバーの地域で
の行動が非常に大きな変化を生み出していることを
周知してきました。 

その事業の一部として、Project AWAREは、Project 
AWAREスペシャルティ・コースを発表しました。これ
は、ダイバーもノンダイバーも水中生物（サンゴ礁も
含む）を守るために実施できるもので、浮力のエキス
バートになることから二酸化炭素排出量を減らすこ
とまでの話題を強調しています。

AWARE WEEKの9月15日 ～ 23日 の 間、Project 
AWAREとPADI®は、サンゴ礁保護活動も含めて、世
界中の自然保護活動ではちきれんばかりの一週間
に、一体となってパートナーを組みました。世界のダイ
ブ・コミュニティは一緒になって行動を起こし、大き
いものも小さいものもありましたが、傷つきやすい水
中の生息環境を保護しました。紅海で幽霊漁具やそ
の他の海洋ゴミの有害な影響からサンゴ礁を保護す
ることから、インドネシアの「サンゴ礁保護」スペシャ
ルティ・コースやバハマの「サンゴ礁再生」プロジェク
トまで、世界中のダイバーたちはイベントと行動を組
織し、また、それに加わり、さらに、フィンを履いて、ま
た、フィンを脱いで、サンゴ礁を守るのに役立つスキ
ルを自らが身につけるためのコースを受けました。

2018年に、Assavaダイブリゾートは、タオ島のダイ
ブ・コミュニティ・メンバーの助けを得て、Junkyard
リーフにAssavaピラミッドを沈めました。これは、
Crystal Diveとそのエコパートナーである「Eco Koh 
Tao（エコタオ島）」が作成した人工リーフ再生プログ
ラムです。これは、タオ島のダイブセンターがみんな
一緒に活動して、環境で結果を出すためにパワーを
結集するという輝かしい例で、Junkyard はリーフ再生
と調査、それに人工リーフ開発の成功物語になってい
ます。

“今日はすごい日だった。まず、Twin Peaks
からはじまるDive Against Debris ダイブ
で、それからJunkyard。種苗場から５つサ
ンゴを集めて、Junkyardの拡張を目指して、
Mazuの向こうまで泳いでAssava ピラミッ
ドの上まで。全部で5つ移植した。これは完
全にグループでの仕事で、みんなでサンゴを
運び、構造物を掃除し、サンゴを計測して、そ
の一方でドロシーと私がサンゴをしっかり留
めたというわけ”
Jen Dowling, Eco Koh Tao & Crystal 
Dive
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ギリアイランドでの
サメの保護

日本での2018 国際サンゴ礁年
イニシアティブ

The Ocean Agency / Coral Reef Image Bank 

「Gili Shark Conservation（ギリ・サメ保護）」は、イ
ンドネシアのギリアイル島で設立され、サメを保護す
る諸活動を促進し、また、教育と調査を通じて周囲の
リーフの保護レベルを高めることを使命にしていま
す。

このプロジェクトの主な目的のひとつは、サメの子
育てのエリア、そして、それゆえに、サメにとって極め
て重要な生息地として公式に認められた海洋保護区
を持つことです。リーフからの一貫したデータを集ま
れば、このチームで保護区内の複数のゾーンの健全さ
を分析することができますし、また、この情報をその
地方の自治体と共有することで、この保護区、そこ
は、たとえば、ホワイトチップおよびブラックチップ
リーフシャーク、それに、硬骨魚、エイ、カメなどの住
まいになっているところですが、そこをより上手にサ
ポートすることができます。

小学生を巻き込んだサンゴ礁再生活動が、国際サ
ンゴ礁年の行事の一部として、沖縄のダイブ・コミュ
ニティによって2018年を通して実施されました。これ
は、PADI® ジャパンProject AWARE® ボランティアオ
フィスのサポートと「ナショナル ジオグラフィック」、
沖縄・恩納村で活動している「チーム美らサンゴ」の
協力によるものです。

“「ギリ・サメ保護」プロジェクトは小さな草
の根組織で、市民科学調査を通しての自然保
護を全体で支えるようになっています。私た
ちは、様々な調査方法を使って、「ギリ海洋レ
クリエーショナル保護区」から有り余るほど
のデータを収集しています”
Zara Ellis、Gili Shark Conservation
（ギリ・サメ保護）のダイブオペレーションマ
ネージャー

“多くの人たちがサンゴ再生プロジェクトに
参加しました。これは15年以上になります。
現在、2万5千の苗が生長しています。成長し
たサンゴは産卵しています。サンゴは沖縄の
海岸に根付いて、さらにどんどん拡がってい
ます”
長浜喜巳
沖縄・恩納村村長



GOES GLOBAL
AWARE week

Community Action

Divers Down UAE -
アラブ首長国連邦

Davy Jones Locker -
タオ島、タイ

AWARE WEEK  世界的になる
海を祝って、AWARE WEEKが2018年の9月15日～ 

23日に世界的に開催されました。さらに多くのダイ
バーたちが水中世界に気をつけるようになることを目
的にして、海の惑星のために、ダイブ・コミュニティは
最初の世界的なAWARE WEEK において行動を起こ
しました。

Project AWARE® は、長年のパートナーであるPADI®
とチームを組んで、ダイブ・プロフェッショナルたちと
世界のダイブ・コミュニティがAWARE WEEK 活動を
先導するか参加するように呼びかけました。この呼び
かけには、海洋汚染に取り組むことや傷つきやすいサ
メやエイに対する認識を高めること、また、地域のコ
ミュニティが、フィンを履いて（水中で）、あるいはフィ
ンを脱いで（陸上で）、傷つきやすい水の環境を保護
するための積極的行動をとるようにすることに焦点
を当てたAWAREのさまざまなコースも含まれます。

ドバイのDive Against Debrisから、カナダのAWARE
サメ保護コースやニュージーランドの Project AWARE 
スペシャルティ、あるいは、アイスランドのビーチク
リーンナップまで、世界中のダイバーたちは、海洋保
護に必要なスキルの準備が整っています。

コミュニティの活動

サメに対する認識を高める方法として、Divers 
Down UAEは14人のPADIダイバーたちにAWAREサ
メ保護スペシャルティ・コースを開催しました。彼らは
また、自分たちのDive Against Debris 調査で110ポ
ンドの海洋ゴミを集めました。

“私たちは、ドバイで人気のウムスケイム・
パブリックビーチでDive Against Debris 
も合わせてAWARE WEEKを開始しました。
このビーチには1週間に数千人が訪れます。
海岸を散歩する人、サーファー、観光客で、み
んなが、背景に象徴となるBurj Al Arabホ
テルを入れて、実に最高のビーチの写真を撮
ります。私たちに加わったのは、Jr.オープン・
ウォーター・ダイバーからマスター・スクー
バ・ダイバー、インストラクターまでの約30
人の人たちでした。ビーチの北側だけで、合
計450品目を回収しました”
Divers Down UAE

スポンサー付きのスイムと使い捨てプラスチックを
減らすこと、それにDive Against Debris 調査は、いろ
いろある中で、Davy Jones Locker がAWARE WEEK
に特に行なったことでした。

“最近のダイビングのひとつで、地元の美し
いダイブサイトのひとつ、ヒンウォンベイに
漁網やゴミがたくさんあることに気がつきま
した。そこで、AWARE WEEKのイベントの
ひとつをDive Against Debris にしまし
た。私たちは6人で32キロのゴミを集めま
した。悪くはないですが、そこですることは
さらにたくさんあるので、そのダイブサイト
をAdopt（採用）し、少なくともひと月に一
度クリーンナップするつもりです”
Monique Richards, Davy Jones 
Locker
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Revised
PROJECT 
AWARE SPECIALITY 
COURSE

 www.projectaware.org/
resource/10Tips4DiversToolkit 

改訂版Project AWARE
スペシャルティ・コース

待望の改訂版Project AWAREスペシャルティ・コー
スが 2018 年 9月の第一回世界 AWARE WEEK 開催
に合わせて発表されました（英語版）。この改訂コース
は環境を助けるために誰もが個人としてできる責任
と行動を指導し、促すための完璧なツールをダイビン
グ・リーダーたちに提供するものです。

大きな変化は地域で活動する個々人から始まっ
て、世界的な影響を与えることになると信じて、PADI® 
と Project AWARE® は協力して、このスペシャルティ
を改訂し、フィンを履いて（水中で）、また、フィンを脱
いで（陸上で）の海洋保護を目指す具体的行動を促進
し、かつ、増加することに中心点をシフトしています。

何が新しくなったのか?
「10 Tips for Divers to Protect the Ocean Planet

（海の惑星を守るためにダイバーができる10のこと）」
というProject AWAREのバックボーンを成すものが
成功し、一般的になったことを土台にして、Project 
AWARE スペシャルティの内容は、参加者誰もが環境
を手助けするためにとることができる責任と行動へ
と彼らを導くように変更されています。

何が変わったのか?
改訂版の Project AWARE スペシャルティは行動が
中心です。アップデートされたアウトラインは、Project 
AWARE のダイバー行動倫理トップ10に従い、それを
拡張して、インストラクターと参加者の形式ばらない、
対話形式の経験ができるようになっているもので、同
時に、このコースに、熱帯や温帯、極地の水域、また、
淡水も海水も含めて、参加者や地域の環境に適応で
きる余地を与えるようになっています。各セクション
末の検討点は参加者がどのようにしてその知識を応
用するかを示すことで、理解を強化するようになって
います。コースの内容は簡略にされていて、PADI のプ
ロフェッショナル・メンバーがこのコースを教えて、参
加者を海洋環境にもっと責任を持つように促すのに
ずっと使いやすいようになっています。

“私たちのひとりひとりが環境を保護する助け
になる行動をとれます”とProject AWARE 
のグローバルオペレーションディレクターであ
るDanna Moore（ダナ・ムーア） はいいます。
“人々が環境問題について学ぶ方法は、1998
年にProject AWAREスペシャルティが最初
に発表されて以降、進化しています。改訂版の
スペシャルティはPADIのプロ達の手に積極的
な変革のパワーを与えます。彼らに海洋保護を
目的とする海の冒険のための情熱と一緒に新
しいツールを手渡すのですから”

誰が教えることができるのか?
改訂版の Project AWARE スペシャルティを教えた
いと思うPADIプロフェッショナルなら、ティーチング・
ステータスの PADIアシスタント・インストラクター、
オープン・ウォーター・スクーバ・インストラクターは、
自動的にこのコースを教える資格があります。PADIフ
リーダイバー・インストラクターは、PADIフリーダイ
バー・スペシャルティ・コース・インストラクター申請
書を提出することでその資格を得られます。PADIダ
イブマスターで PADIコース・ディレクターからスペ
シャルティ・インストラクタートレーニングを修了して
いる者、かつ、PADIリージョナル・ヘッドクォーター
（各地域本部）から申請の確認を受けた者もこのコー
スを教える資格があります。

「陸上の（フィンを履かない）コース（認定やコース
受講にダイビングする必要がないという意味）」では、
参加者は海洋環境への興味があるか、きれいで健全
な海にするための行動をしようと望んでいるだけで
かまいません。最低年齢も経験の条件もいりません。
改訂版の「Project AWARE スペシャルティ・インスト
ラクター・アウトライン」をダウンロードするには、
www.projectaware.org/tools to download the rec-
ommended resources で「Project AWARE の自然保
護ツール」（英語版）／プロサイトのAWARE ツール
ボックス（日本語版）をチェックしてください。

改訂版のProject AWARE スペシャルティをさらにサ
ポートするために、私たちのサポーターたちが10のヒ
ントのうちどれが最も共感できるかを選び、そのマー
クをプリントし、写真に撮り、SNSにアップロードし、
Project AWARE #ProjectAWARE #10Tips4Divers にタ
グ付けするようにしています。10のヒントのサインはこ
こでダウンロードできます：
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“Project AWAREの改訂版スペシャルティは、
簡単な行動に焦点を当てて、わたし達みんなが、
日常生活で、フィンを履いて（水中で）、また、フィ
ンを脱いで（陸上で）、変化を促し、違うようにす
ることができるようにするものです”とProject 
AWAREのコミュニティエンゲージメントマネー
ジャーであるLouise Kraechter（ルイーズ・
クレーヒター）は言います。 “改訂版のProject 
AWAREスペシャルティでPADIと協力するのは
ワクワクしました。また、私たちはPADIのプロた
ちが改訂版のインストラクター・ガイドを使って、
冒険者たちの世界的コミュニティを海洋保護のた
めの私たちの決定的使命を前進させるようにする
のを是非とも目にしたいと思います”



Advocating for
SHARKS & RAYS

•

 

ドタブカ
コモンギターフィッシュ（サカタザメの仲間）
シロシュモクザメ
ヨゴレ
ボトルノーズウェッジフィシュ（サカタザメの仲間）
とそれに似た2種のスムーズノーズおよびホワイト
スポッテッドウェッジフィシュ、これは、ジャイアント
ギターフィッシュとしても知られています。
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サメとエイを擁護する

乱獲と生息地の喪失が、海洋生物の直面している
2つの最大の脅威です。Project AWARE は常にサメ
とエイの種の保護をその問題の中心で支えてきまし
た。というのも、この種が特に乱獲と生息地の喪失
の被害を受けやすいからです。実際、4 種のサメとエ
イの種の中のひとつは、特に乱獲と生息地の喪失の
ためにますます絶滅の危機に瀕しています。サメと
エイの未来（そして私たちの海の惑星の健全さ）は、
漁獲と取引を食い止めることと育児や交尾、餌場の
ような絶対必要な生息地を保護することにかかって
います。

この脅威に行動で対処するために、Project AWARE
は、私たちの高く掲げている健全な海プログラムの
下で、「Shark League（サメ同盟）」保護パートナーと
協力して活動し、意味のあるサメとエイの保護方法
と保護施策を確保するカギとなる機会に焦点を当
てています。

サメとエイの
保護 2018年の
ハイライト ‒ CMSがサメのために
活動するようになる

Project AWARE は、「Memorandum of Under-
standing on the Conservation of Migratory Sharks 
（Sharks MOU）：回遊ザメ保全に関する覚え書き」の
協力パートナーで、この覚え書きは現在可能な最善
の科学的情報に基づいて回遊するサメの好ましい
保護状態を達成・維持し、同時に、様々な国で人々に
とってこうした種が持つ社会・経済的価値も考慮す
ることを目的としたものです。

2018 年 12 月に、5日間の徹底的な討論の後で、「回
遊ザメ保全に関する覚え書き署名国第 3回セッション
（CMS Sharks MoS3）」は、好結果の結論に至りました。
得られた主たる決定の中で、付属文書にさらに8つの
種を含むという合意があり、これは、その保護を促進
するためのより大きな国際協力のために役立てようと
いう意図のものです。この懸案の 8つの種は以下のも
のです：
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34カ国の政府代表にプラスして欧州連合（EU）、そ
の他にいくつかの国際組織とProject AWAREも含め
て、海洋自然保護の行動をしている主要なNGOが会
合に出席しました。

CMS Shark MoS3 で、 Project AWARE は 「Shark 
Advocates International（国際サメ擁護）」および他
のサメ保護のパートナーたちと一緒に、緊急行動要請
を行ないました。これには、アオザメの生息数の急減
を防ぐこととマンタの漁獲の代替えとしてエコツーリ
ズムを考えることも含まれています。

“マンタはもともと極めて脆弱であり、その種とし
ての状態はCMS関連機関によって厳しく保護さ
れるべきであり、また、ツーリストに非常に人気
があります” と、Project AWAREの政策アソ
シエイトディレクターであるIan Campbellは
言っています “残念ながら、マンタを熱心に保護
もしていて、海のエコツーリズムをサポートできる
国々で、マンタは引き続き合法的に捕獲されてい
ます。セイシェル諸島のように、マンタを基礎に
した観光から経済的利益を上げている国々は、
その“ブルーエコノミー”発展戦略の一環として
マンタを国家的に保護する方法を発展させるの
に、さらにまだ多くのことができるでしょう” 

乱獲とヒレの切り取り
に取り組む
「Regional Fisheries Management Organizations
（RFMOs）：地域漁業管理機関」には、多数の国によっ
て漁獲されるサメとエイの個体数の国際漁獲高制限
を決める権限があります。しかし、サメとエイに対す
るその行動は、これまで極めて不十分で、個体数を十
分に保護するものではありませんでした。2018 年に、
私たちは「サメ同盟」パートナーと一緒に、それを変え
るための活動を続けました。

サメ同盟
「Shark Advocates International（国際サメ擁護）」
「Shark Trust（シャークトラスト）」「エコロジー行動セ
ンター」「Project AWARE」 4 団体からなる「サメ同盟
」は、サメとエイがもともと乱獲に弱いということか
ら、サメとエイの保護に焦点を当てています。地中海
と大西洋においてこうした種を保護することが、その
危機的状態を前提として提携した最優先の目標で
す。私たちは協力して、「地域漁業管理機関（RFMO）」
でサメとエイの革新的な保護手段が前進することを
望んでいます。



アオザメのための
ICCATとダイバー

私たちは、2018年10月に「International Commission 
for the Conservation of Atlantic Tunas （ICCAT）：大
西洋マグロ類保全国際委員会」年次総会に集まる漁
獲国に目標を定めるようにしました。厳しい保護処
置を求める明確な科学的勧告があり、一般の支援が
ますます高まっているにもかかわらず、ICCAT に参加
した漁獲国は、またしても、引き続くアオザメの乱獲
に取り組むことや、あるいは、サメヒレの切り取りに
関する地域の禁止令を強化することができませんで
した。

アオザメは世界で経済的に最も脆弱なサメのひと
つで、食肉、ヒレ、スポーツの需要があります。この大
洋性の種は世界中の多くの国々で漁獲されています
が、それでもなお、国際的な漁獲制限を受けていませ
ん。科学者たちは繰り返し、アオザメは成長速度が遅
いので乱獲には極めて弱いことを警告してきました。
Project AWAREと私たちの「サメ同盟」パートナーは、
「ICCA協定」エリア全体、これは大西洋全体を含みま
すが、そこでのアオザメ捕獲をゼロにするよう迫って
います。

アオザメの危険な状態のために、「国際自然保護連
合（IUCN）」は 2つの種を絶滅危惧Ⅱ類から絶滅危惧
Ⅰ類に変更しています。また、メキシコに対しては、
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に
関する条約（CITES）」の「付録Ⅱ」にこの種を加えるよ
うに提案しています。こそれによって、許容システムの
作成が促され、そのサメが合法的で、持続可能な漁
業から入手したことがわかる場合のみ輸入できるよ
うになるでしょう。CITES は、次は、2019 年 5月に記
載されている提案を論議する予定です。

私たちは、上位10カ国の漁業国（EU（特にスペイン
とポルトガル）、合衆国、日本、ブラジル、モロッコ、カ
ナダ）が、ICCATの科学者に勧告されたように直ちに
大西洋アオザメの保有を禁止するように自分の名前
を #Divers4Makos 請願書に加えてくれて、私たちに
加わり、また、大西洋全体の禁止令に向けて力を貸し
てくれているサポーターたちに感謝します。南アフリ
カからタイ、中国、プエルトリコまで、17,000人以上の
ダイバーたちが #Divers- 4Makos 請願書に署名してく
れ、ICCAT 関係者に大西洋アオザメを守るように迫っ
ています。

私たちは、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の
国際取引に関する条約に対する関係国協議会」の第
18 回会議（CITES CoP18）の準備をしていたので、
Project AWARE は、もう一度、その世界的コミュニ
ティを動員しながら、政府に影響を与え、行動を促
し、手遅れにならないように！と訴えました。みなさん
のサポートがあれば、2019 年 5月に各国がアオザメ
種（アオザメとバケアオザメ）の取引をコントロールす
ることに合意して、こうした国々がこの義務を遂行し
積極的にこの極度に危機に瀕しているサメの種への
漁獲圧力を低下させるようにすることが間違いなく
できます。
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より強力な地中海ザメの
ヒレ切り取り禁止令に合意

2018年10月に「General Fisheries Commission for 
the Mediterranean（GFCM）：地中海漁業一般委員会」
年次総会で漁業国が集まり革新的な決定を行ない、
“フィニング”（サメのヒレを切り取り、体を海に捨て
ること）に関する地域禁止令を強化する EUの提案
を採択しました。この新しい施策は、すべてのサメの
ヒレが身体に自然な状態でついている状態で水揚げ
することを命じており、それによって、検査に漏れた
フィニングにつながる抜け道が塞がれることになりま
す。サメのヒレを海で切り取ることを完全に禁止する
今回の処置は、アオザメのような外洋性のサメの複数
の種を保護することを約束した国際的漁業団体に
よってなされた、その種のうちで最初のものです。

北極のサメを
漁獲対象にすることが
北大西洋漁業管理者によって
禁止された

2018 年 9 月に、漁業管理者たちはニシオンデン
ザメ（400 年以上の寿命を持つ記録が残っている
種）の保護活動を実施しました。その年次総会で、
「Northwest Atlantic Fisheries Organization（NAFO）：
北西大西洋漁業機関」のメンバー諸国は、ニシオンデ
ンザメの国際水域からの国際的捕獲を禁止する法令
に同意し、それとともに、すべてのNAFO 諸国に間違
えて捕獲した場合に最大限生きたまま放流すること
と、できるかぎり関連して傷つけないようにする他の
要件にも同意しました。これまで科学者達は、この種
の保有と水揚げの完全な禁止という、保護論者に支
援され、また、EUとUSによって協同で提案された行
動を推奨していました。

トルコが絶滅危惧のサメとエイを
保護する行動をとる

2018 年 4 月、トルコが 30 匹の絶滅危惧のヒメ
イトマキエイを水揚げしたことに対して非難を受
けましたが、その 1年後に、「サメ同盟」はこの国を、
この種と他の 13 のサメとエイの保護を明らかに
したことを高く評価しました。このサカナたちは政
府の禁漁リストに付け加えられていますが、現在ま
でのところ、サメは 5種類しか含まれていません。
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新しいパートナーシップ ‒ 中国

ベターブルー、PADI® 中華圏および国連環境ク
リーン・シー・キャンペーン。

Project AWAREは、「明日中国基金会（China Next 
Foundation）」の 一 部である「無境 深 藍（BETTER 
BLUE）」と新たなパートナーシップを組むことを通し
て、私たちの長期にわたるパートナーのPADIととも
に、中国での自然保護活動を拡大しました。このパート
ナーシップによって、Project AWAREは海の惑星を守
るためにさらに多くの海洋冒険家たちを教育し力を与
えることができます。 

“非常に多くの中国のダイバーたちが海洋環境を擁
護するのですから、私たちは今こそ、何が何でも私
たちができることをサポートしようと感じました”
 Danna Moore、Project AWARE、グローバル
オペレーションディレクター

“そうするのに、地域のコミュニティグループと協力
して、現場で自然保護の機会と問題点、利害、ニー
ズを完全に理解することがきわめて重要だと、私
たちは分かっていました”

中国での海洋保護の認識を高めるために、Project 
AWARE のサポートを得て活動する「ベターブルー」は、
国中でセミナーやワークショップ、コースを開催してい
て、現在までに「ベターブルー」のイベントに20,000人
以上の人が参加しています。

「ベターブルー」との協力は、国際連合の持続可能な
開発目標 “海の豊かさを守ろう（Life Below Water ）”
を目標に活動することも含めて、海洋資源を持続可能
な形で管理し、海洋保護を強化するという共通の保
護の目標を前進させています。

パートナーシップの一部として、Project AWAREが
サポートした活動、たとえば、海洋ドキュメンタリーの
映像制作、リーフチェック、Dive Against Debris®、それ
に、国連環境#CleanSeasキャンペーンなどが、意欲の
あるダイバーを対象に組織されました。こうした試み
は「ベターブループロジェクト」の設立者で、また、
「i-Seahorse 」市民科学プログラムの中国代理人であ
るMiao Wangが（ミャオ・ワン）先頭に立って組織し
たものです。ダイバーの海洋保護知識とスキル能力を
築き上げるための彼女の献身は、最近、国際レベルで
の表彰を受けました。
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“本年の「国連環境クリーン・シー」キャンペーン
の一部として、私たちはProject AWAREと協
力して、Dive Against Debris®調査を実施し、
5つの異なる国々や地域から30チームが集ま
り、海から1トン以上の海洋ゴミを回収しました。
私たちが目指したのは、政府や科学者が有効な
政策変更を行ない、今後とも海洋ゴミを防ぐ決定
的な手助けになる、十分かつ説得力のあるデータ
を集めることです。

ワールドオーシャンズデーに、Better Blueは
“ゴミゼロチャレンジ”を実施しました。中国の
12人の著名人の後援をうけ、目的としたのは、
一般の人たちが一日、使い捨てのプラスチックを
使わないように促すというものです。このキャン
ペーンは、この国中の数千人に注目されました。
私たちが信じているのは（私たちはみんな個人
ですが）一緒になったら、流れを変えられるし、
私たちの海を守ることができるということです”
Miao Wang, Better Blue設立者、かつ、
UNEPのYoung Champion of the Earth
ファイナリスト

“中国には、国中にほぼ、400,000人のダイバー
がいて、毎年約30%の割合で増えています。しか
し、我が国には、私たちに力を与えてくれる海洋保
護組織はまだありません。私は、Better Blueが
このギャップの橋渡しをすると思います。私たち
は同じ考えを持つ人々が、一緒になって、互いに
支え合い、海を守ることができるようにしようと思
います”
Miao Wang、Better Blue設立者

Our Singapore Reefs

Our Singapore Reefsは、国立シンガポール大学と
一緒に、2018年「International Conference on Plastics 
in the Marine Environment（ICPME）：海洋環境にお
けるプラスチックに関する国際会議」において、シン
ガポールでの下干潮帯の海洋ゴミを実証する方法と
してProject AWAREの Dive Against Debris® 市民科
学モデルをプレゼンしました。Project AWARE の
Dive Against Debrisモデルとシンガポール水域での
調査データが使われ、このデータによってどれほど自
然保護管理の実践がなされているかがわかり、地元の
市民科学に力を与えるかが示されました。
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FUNDRAISERS

Community Action

Marathons

コミュニティの活動

私たちのサポーター

2018年の資金調達者

海洋保護は、大規模な行動でも小規模な行動で
も、私たちの行動すべてに左右されます。今、これま
で以上に、個々の人たちが自分の地域の行動こそが
私たちの惑星にプラスの影響を与えることができ、
実際に影響を与えていると気がついています。私た
ちが自然保護のために一緒に集まれば、大きな変化
を創り出すことができます。今年、私たちのコミュニ
ティは、私たちにとって素晴らしい財政的パートナー
でした。

　2018年に293名の資金調達者が全部で
98,631ドル集めてくれました。

RichとTerry、
Race to the Kingを走る

PADI EMEA の担当地区マネージャーの Rich 
Somerset（リッチ・サマセット）とインストラクター開
発マネージャーのTerry Johnson（テリー・ジョンソ
ン）がダブルマラソンに挑戦し、Project AWAREの基
金を集めました。イングランドの South Downs Way
を走って、 ウィンチェスター大聖堂の階段にある
Race to the Kings のフィニッシュラインを横切りまし
た。ウィンチェスター大聖堂は、イングランドの最初の
王と王女達の墓所です。彼らは海洋保護のために
750ポンドの募金を獲得しました。

Paycom

“フィッシング詐欺”への意識を高める一方で、
Paycomの従業員達はサメ週間の間に寄付し、また、
Paycomは彼らの集めた基金と同額を寄付し、合計
で11,000ドルの寄付になりました。

マラソン

バンクオブアメリカ、シカゴマラソン
2018年に、Project AWAREのマラソンチームはラ
ンナー 15人に成長しました。この耐久アスリートが
海洋保護の名のもとに一緒に26マイル走っただけ
でなく、全部で24,799ドルの募金を集めました。

タフマダー
Project AWAREを世界中でサポートしている資金
調達者が、2018年に「タフマダー」に出場しました。
連合王国（イギリス）やオーストラリア、合衆国全土
からのProject AWARE 最初の世界タフマダーチー
ムが、海洋保護を支持して基金と認識を高める決意
で泥だらけ闘いました。この海の擁護者たちは、泥
と障害物の18キロ／ 12マイルを争い、海を守るた
めの貴重な基金を積み上げました。この世界チーム
は、力を合わせて、4,145ドル獲得しました。
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2018
FUNDRAISERS

$10,000+ 
USD

$1000 - 
4,999 USD

$500 - 999
USD

 ∙ Paycom & Paycom
従業員              

 ∙ Ali  Levesley
 ∙ Allie Paschen
 ∙ APL Estonia Employees  
 ∙ Cabot School  
 ∙ Casey Riches
 ∙ Chris Vargas
 ∙ Christina Mohil
 ∙ Christine Chang 
 ∙ Cristina Zenato
 ∙ Deborah Noble
 ∙ Edward Parkinson
 ∙ Erik Johnsen
 ∙ Ernesto Figueroa
 ∙ Genevieve  Baker
 ∙ Hanne Joo  Park
 ∙ Jake Caputo
 ∙ Liz  Parkinson
 ∙ Maggie Roberts
 ∙ Maris Kuum
 ∙ Melanie Brooks
 ∙ Michael Trevor Lancaster
 ∙ Michelle Lempke
 ∙ Monica Pramgren
 ∙ Nathalie Edler Bay
 ∙ Nick Levesley
 ∙ Patrick Mayhew
 ∙ Pernilla Ekström
 ∙ Rachel Childs
 ∙ Robyn Wright-Baker
 ∙ Sin City SCUBA  
 ∙ Stuart Rawlinson
 ∙ Stuart Cove

 ∙ Brad Snyder
 ∙ Bryony Roberts
 ∙ Charlotte McDaniel
 ∙ Clare Dutton
 ∙ Eva  Majerova
 ∙ Geoff J. Skigen
 ∙ Isabelle Södling
 ∙ Jen   Kat
 ∙ Johan Borg
 ∙ Laura Farrior
 ∙ Lorin Lambert
 ∙ Malin Lindqvist
 ∙ Old Barrel Tea Co.  
 ∙ Paul Wolffer
 ∙ Preston Bromley
 ∙ Rainbow Reef Dive Center
 ∙ Remi Krognes
 ∙ Sebastian Larsson
 ∙ Shannon Carlson
 ∙ Terry Johnson
 ∙ Thomas Koch
 ∙ Tobi and Fabio
 ∙ Tony Timpano
 ∙ Zoe  Chao

$250 - 499
USD

 ∙ Aliyah Longhurst
 ∙ Annie Meaher
 ∙ Asher  the Italian Greyhound
 ∙ Belinda Stahlecker
 ∙ Ben Slutsky
 ∙ Blue Corner Dive  
 ∙ Claudia Alderman
 ∙ Dalton Mccart
 ∙ Danna Moore
 ∙ Darren Singh
 ∙ Frank Willey
 ∙ Irene Marcoux

 ∙ Jack Cherry
 ∙ Jaclyn Nast
 ∙ Jennifer Carr
 ∙ Jo Roberts
 ∙ Joachim Riegel
 ∙ Kaytlyn Chrystin
 ∙ Lucas Tierney
 ∙ Marina Martínez Sánchez
 ∙ Ryan Scalf
 ∙ Samantha Renee
 ∙ Save the Waves  
 ∙ Sonia Montgomery
 ∙ St. Andrews School  
 ∙ SUP BRO

$1 - 249
USD

 ∙ Adam Peabody
 ∙ Adrian Jones
 ∙ Albert Misero
 ∙ Alejandro Campos
 ∙ Alex Mocyunas
 ∙ Amanda Marie Rodriguez
 ∙ Anna Marie
 ∙ Aquamarine Diving Bali  
 ∙ ASD ProDiving  
 ∙ Bart Gelissen
 ∙ Becca Corcoran
 ∙ Beccie Mole
 ∙ Becky Helminen
 ∙ Bekki Oliver
 ∙ Ben Rogers
 ∙ Ben Redmond Roche
 ∙ Bill and Tonya Merritt
 ∙ BluEmotion Diving  
 ∙ Brendan Ryan
 ∙ Brian Frederick
 ∙ Camel Dive Club  
 ∙ Carl Munoz
 ∙ Carla Drobczyk
 ∙ Casey Darrelle Rose

2018年の資金調達者たち
　2018年に、293名の方々から、98,631ドルのご寄付をいただきました。



 ∙ Cassie Neiman
 ∙ Cathy Evans
 ∙ Celia Timms
 ∙ Chaan Capps
 ∙ Charlie Thorne
 ∙ Charlotte de Roey
 ∙ Chris Bartlett Jr.
 ∙ Chris Benson
 ∙ Chris Nelson
 ∙ Chris Nox
 ∙ Chris Primavera
 ∙ Chris Tenney
 ∙ Chris Traphagan
 ∙ Christina Hemmingsen
 ∙ Christina Maria
 ∙ Christopher David  Simanton
 ∙ Christy Wehrli
 ∙ CJ  Bernstein
 ∙ Clara Albacete
 ∙ Collin Evans
 ∙ Conor Macaire Duncan
 ∙ Courteney  Lee
 ∙ Courtney Taylor
 ∙ Dan Fox
 ∙ Daren Yang
 ∙ Darrell Bryant
 ∙ Dave Hoogmans
 ∙ David Shepard
 ∙ David Anton Fernandez
 ∙ Debra Deal
 ∙ Derrick Kunstmann
 ∙ Diego Puente
 ∙ Dimitris Kuklis
 ∙ Domino Albert
 ∙ Eduardo Cabrera Fugardo
 ∙ Elisa Balduini
 ∙ Elishia Diana Hartley
 ∙ Ellie East
 ∙ Emily Granja
 ∙ Emily Bates
 ∙ Emily Chandler
 ∙ Ems Lewis
 ∙ Esther de Kruijf
 ∙ Fernando Herrera
 ∙ Float N’ Flag Dive Centre  
 ∙ Francisco  Casas
 ∙ Frankie Vokoun III
 ∙ Gary C Condon
 ∙ Gee Adriaansz
 ∙ Giridhar Rao

 ∙ Grace Biddle
 ∙ Graydon Guest
 ∙ Greg Parsons
 ∙ Gregg Gochneaur
 ∙ Gregory Parker
 ∙ Gregory Michael Stanko
 ∙ GVI Charitable Trust  
 ∙ Gwen Deneen
 ∙ Hattie Evans
 ∙ Heather West
 ∙ Holy Trinity School  
 ∙ Isabelle Schuite
 ∙ Isobel Alexander
 ∙ J Monique  Valdez
 ∙ Jacqueline  Zuanich
 ∙ Jamie McTeer
 ∙ Janae Gurney
 ∙ Jason Lowery
 ∙ Javi Arronte
 ∙ Jay  Olson
 ∙ Jeff Ferrell
 ∙ Jen  Robbins
 ∙ Jennah Gleed
 ∙ Jennetta Adams
 ∙ Jenny Giubertoni
 ∙ Jenson Callander
 ∙ Jesse Jones
 ∙ Jessica Snyder
 ∙ Jessica Vandergriff
 ∙ John Baker
 ∙ John Bamber
 ∙ John Jackson
 ∙ Jon-Jon Suarez
 ∙ Josh Bell
 ∙ Julia Zesk
 ∙ Julio Cesar Marcos
 ∙ Justin Beebe
 ∙ Jymi Rudolph-Hodson
 ∙ Kaitlynn Arnott
 ∙ Kali Marie
 ∙ Kara Stucky
 ∙ Karen Beerie
 ∙ Kasey Fritz
 ∙ Kat  Kaarsbøl
 ∙ KC  Kent
 ∙ Kim Cooper
 ∙ Kira Moore
 ∙ Koenraad Blommaert
 ∙ Kori Weigand
 ∙ Kristen McLaughlin

 ∙ Kristin Bellehumeur
 ∙ Kristin Lea  Wetzel
 ∙ Kristy Black
 ∙ Kyler Elizabeth McHugh
 ∙ Lachlan Sims
 ∙ Laura Myers
 ∙ Laura Baccei Benelli
 ∙ Lauren Wiskerson
 ∙ Leslie Carina
 ∙ Lewis Rimmer
 ∙ Lexi Krasneck
 ∙ Lily  White
 ∙ Luis Abraham DelaCantera
 ∙ Mackenzie  Stancil
 ∙ Madison Bigler
 ∙ MaD-TiKi Photography
 ∙ Mandi Ebbott
 ∙ Mandy Kay
 ∙ Maria-Katharina Richters
 ∙ Maricopa Wells Middle 

School  
 ∙ Marilia Bernardino
 ∙ Mark McGovern
 ∙ Mark McCullins
 ∙ Mark Parallelmotion  
 ∙ Marlo Brooks
 ∙ Marlo Provorse
 ∙ Martin van Gestel
 ∙ Mat Cieśla
 ∙ Matthew Cilliers
 ∙ Megan White
 ∙ Michael Guiles
 ∙ Mike Mckillips
 ∙ Mike and Claire Brown
 ∙ Myke Eales
 ∙ Nate Eyestone
 ∙ Nathaniel Walston
 ∙ Nicole Smeyres
 ∙ Nikhil Das
 ∙ Oliver Knöpken
 ∙ Parker Graham
 ∙ Paul Hardy Brown
 ∙ Peter Kappmeier
 ∙ Preeta Mary
 ∙ Project Lucha
 ∙ Quinn Tran
 ∙ Rebecca Ellen
 ∙ Rino Amodeo
 ∙ Robbie Mclaughlin
 ∙ Robin Kendrick-Yates
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 ∙ Rodolfo Guillen
 ∙ Ross Arnold
 ∙ Ryan Pomerantz
 ∙ Ryan Tunmer
 ∙ Rylee Matousek
 ∙ Samantha  Skelton
 ∙ Sara Gallina
 ∙ Sara Langevin
 ∙ Sarah Manley
 ∙ Sarah Burch
 ∙ Sarah McGuire
 ∙ Sean Korb
 ∙ Shannon Irene
 ∙ Sophi Irvine
 ∙ Spencer Troetschel
 ∙ Steampunk Cheese
 ∙ Stephanie  Banet
 ∙ Stephanie  Bright
 ∙ Steven Nold
 ∙ Sue Phillips
 ∙ Susie Kang
 ∙ Sven Eberl
 ∙ Tara Knight
 ∙ Tatiana Geloso
 ∙ Taylor MacPherson
 ∙ Teddie Raymond
 ∙ The Fifth Point Diving Centre
 ∙ Tiki Reisdorff
 ∙ Tina Wessollek
 ∙ Tom Freret
 ∙ Vincent Langan
 ∙ Vivian Tjeng
 ∙ Yue   Li
 ∙ Zach Davis
 ∙ Zachary James Sesar

*All donations are in local 
currencies  



100% AWARE
PARTNERS

 ∙ Abyss Ocean World
 ∙ Academy of Scuba
 ∙ Acqua Life Dive Center
 ∙ Adam Wucherpfenning
 ∙ Adrian Bebbington
 ∙ Aegean Seals Diving Center
 ∙ Aiguablava Dive Center
 ∙ Alaa Saeed Al Masri
 ∙ Alberta Adventure Divers
 ∙ Alejandro Hervas
 ∙ Alejandro Pescador
 ∙ Alexander Kohls
 ∙ Alexey Kozin
 ∙ Alfa Diving Center
 ∙ Algan Ergene
 ∙ Ali Aldarbi
 ∙ All4Diving Indonesia
 ∙ Aloha Scuba Diving Company
 ∙ Alpha Divers Kuwait
 ∙ Al-Razel Lagarde
 ∙ Amarilla Divers
 ∙ Amr Zakaria Ali
 ∙ Amy Slate’s Amoray Dive 

Resort
 ∙ Andre Brasseler
 ∙ Andreas Brustmann
 ∙ Andy Stewart
 ∙ Angel Rijos
 ∙ Ann Speer
 ∙ Anna Axelsson
 ∙ Anse Chastanet Scuba          

St. Lucia
 ∙ Anthias
 ∙ Anthias Divers
 ∙ Anthony Morton
 ∙ Anthony’s Key Resort
 ∙ Antonino Calamia
 ∙ Aqua Hands

 ∙ Aqua Plein Air, Inc.
 ∙ Aqua Safaris Scuba Center
 ∙ AquaMarine Diving-Bali
 ∙ Aquarius Diving Club
 ∙ Aquatic Adventures - 

Rowville
 ∙ Aquatic Center of Rochester
 ∙ Archimede, Centre de 

plongée
 ∙ Archipel Diving Centre
 ∙ Armando Mesen
 ∙ Art Fallon
 ∙ Asia Belgian Dive Resort
 ∙ Asia Dive Academy
 ∙ Atlantis Diving
 ∙ Aviva Dive & Travel
 ∙ Azalea Cruises
 ∙ B&J Diving Centre
 ∙ B&J Diving Centre Sdn. Bhd
 ∙ Bahia Diving Curacao
 ∙ Bali Hai Diving Adventure
 ∙ Ban’s Diving Resort
 ∙ Barbados Blue Water Sports
 ∙ Barefoot Divers
 ∙ Barefoot Scuba
 ∙ Barrett Jackson
 ∙ Bart Den Ouden
 ∙ Bart van den Bos
 ∙ Bateel Diver
 ∙ Bayplay Adventure Tours
 ∙ Beach Cities Scuba 
 ∙ Beqa Adventure Divers Ltd
 ∙ Bernd Albert
 ∙ Best Spot Azores Dive Center
 ∙ Bethan Comley
 ∙ Big Blu Mafia Island DC
 ∙ Big Blue Scuba
 ∙ Big Blue Vanuatu
 ∙ Black Beard Sports

 ∙ Blue Corner Dive
 ∙ Blue Corner Dive Penida
 ∙ Blue Marlin Komodo
 ∙ Blue Planet
 ∙ Blue Submarine
 ∙ Blue Water Divers
 ∙ Bocas Dive Center
 ∙ Boonchob Vijarnsorn
 ∙ Bradley Copeland
 ∙ Brave Diver
 ∙ Brian Ferguson
 ∙ Brisbane Dive Academy
 ∙ Bruce Hall 
 ∙ Bruce Weitzenhoffer
 ∙ BUBBLES Dive Centre
 ∙ Buceo Marina
 ∙ Buddies Dive Cove
 ∙ Cai Miao
 ∙ Caleb Hayes
 ∙ Captain Cook Cruises Fiji
 ∙ Carl Teare
 ∙ Catherine Glashier
 ∙ Ceningan Divers
 ∙ Centro Buceo Pedreña
 ∙ Centro de Buceo Pichidangui
 ∙ Ceylon Water Sports (PVT) 

LD Nilaveli Diving Centre/ 
Unawatuna Diving Centre

 ∙ Charles Bosma
 ∙ Charles Russell
 ∙ Chris Heaton
 ∙ Christian St Pierre
 ∙ Christian Tamayo-Villagran
 ∙ Christopher Adams
 ∙ Christopher Cirillo
 ∙ Christopher Southall
 ∙ Christopher Willey
 ∙ CJ’s Reef Shack
 ∙ Claudio Baccinelli

100% AWARE　パートナー

　世界中で、インストラクターとダイブセンターは、100%AWAREパートナーシップを通じて海洋保護に献身してきま
した。認定する生徒ダイバーひとりひとりに代わってProject AWAREへ寄付をすることで、こうしたパートナーたちに
よる寄付が継続して、健全で豊かな海をサポートするのに欠かせない基金が生み出されます。
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 ∙ Claus Poehler
 ∙ Club Subaquatique                 

de Vernier
 ∙ Cojo Diving
 ∙ Constantin Benedic
 ∙ Crystal Dive Resort/            

Eco Koh Tao
 ∙ Crystal River Watersports
 ∙ Curtis Snaper
 ∙ Curtis Wilson
 ∙ Cyprus Underwater             

Explorers Ltd
 ∙ Damien Flux
 ∙ Daniel Anton Pérez
 ∙ Daniel Chan
 ∙ Danilo Bellese
 ∙ Darrell Bird
 ∙ Darwin Bawasanta
 ∙ Dave Rintoul
 ∙ David Denton
 ∙ David Du
 ∙ David Groth
 ∙ David Imschweiler
 ∙ David Keene
 ∙ David Speer
 ∙ Debora Roosli
 ∙ Deep Blue
 ∙ Deep Blue Divers
 ∙ Denzel Summer
 ∙ Derek Freres
 ∙ Diamond Diving
 ∙ Didier Duprat
 ∙ Dirk de Does
 ∙ Discovery Divers
 ∙ Dive Friends Bonaire
 ∙ Dive Georgia, LLC
 ∙ Dive Paradis
 ∙ Dive Point Red Sea
 ∙ Dive Resort Thalassa
 ∙ Dive Shack USA
 ∙ Dive Tropex Tokoriki
 ∙ Dive World
 ∙ Dive! Tutukaka
 ∙ Divecenter Scubido
 ∙ Diver City Scuba Inc.
 ∙ Divers Incorporated
 ∙ Divers Incorporated Monroe
 ∙ Divevolution
 ∙ Divewise
 ∙ DiveZone

 ∙ Divine Diving
 ∙ Diving Bee Marine House
 ∙ Diving King Corporation
 ∙ Dominic Diodato
 ∙ Dominik Mikolajczyk
 ∙ Donald Day
 ∙ Donald Pollitt
 ∙ Dos Tiburones Dive Shop
 ∙ Douglas Honório
 ∙ Down Under Dive Shop
 ∙ Dykcentrum 

Gullmarsfjorden
 ∙ Eaglehawk Dive Centre
 ∙ Eat Sleep and Dive by 

Gabriela Walser
 ∙ Ecodive
 ∙ Eddiving
 ∙ Edward Anger
 ∙ Edward Chan
 ∙ Ehab Al Jawi
 ∙ Eric Webster
 ∙ Evan Long
 ∙ Evolution 2 Lorient
 ∙ Explore - Hamilton Island
 ∙ Fabrizio Angeloro
 ∙ Fantasea Diving
 ∙ Felix Keene
 ∙ Fenix Buceo
 ∙ First Buddy Tablas
 ∙ Flip Flop Divers
 ∙ Float N’ Flag Sport & Dive, 

Inc
 ∙ Florida Seabase
 ∙ Florida Underwater Sports
 ∙ Fouad Al Hakami
 ∙ Four Seasons Kuda Huraa
 ∙ Four Seasons Landaa 

Giraavaru
 ∙ Frank Baquero
 ∙ Frank van Klaveren
 ∙ Froggy Diver Co. Ltd.
 ∙ Fu Chun
 ∙ Fun Dive Club
 ∙ Gangga Divers Bali
 ∙ Garden Island Resort
 ∙ Gary Sanderson, Jr.
 ∙ Gasper Otorepec
 ∙ Gatwick Scuba
 ∙ Geoffrey Creighton
 ∙ Geoffrey Skeats

 ∙ Great Adventures Bonaire
 ∙ Gregory Molendyk
 ∙ Gregory Sparkman
 ∙ Guillermo Camara Molina
 ∙ Gwennael Perrin
 ∙ Hans-Joachim Meyer
 ∙ Hassan Khayal
 ∙ Helena Scuba
 ∙ Hervey Bay Dive Centre
 ∙ Hi-Tide Divers
 ∙ Hsun-Wei Huang
 ∙ Hussain Ahmed Al-Abbas
 ∙ Ian Edge
 ∙ I-Divers
 ∙ Ignacio Lembeye
 ∙ IK Diving
 ∙ Ilaria Laterza
 ∙ Imad Khashfeh
 ∙ Indus Scuba
 ∙ Iron Sub
 ∙ Ismael Samooh
 ∙ Ivan Chin Hing Foong
 ∙ Jack Power
 ∙ Jack’s Diving Locker
 ∙ Jacob Childs
 ∙ James Chandler
 ∙ James McKay
 ∙ Jan Sturre
 ∙ Jason Keefer
 ∙ Jason Sikat
 ∙ Jay Brewer
 ∙ Jay Elson
 ∙ Jean Michel Cousteau’s 

Caribbean Diving
 ∙ Jennifer Cumming
 ∙ Jenny Hillman
 ∙ Jetty Dive Centre
 ∙ Jill Heinerth
 ∙ John Brett
 ∙ John Gransbury
 ∙ Jon Doughty
 ∙ Jon Jon Suarez
 ∙ Jon Rusho
 ∙ Jonas Dahringer
 ∙ Jordan McGonigle
 ∙ Jose David Balcazar Melgar
 ∙ Jose Luis Saenz Reyes
 ∙ Josep Lluis Casals Massuet
 ∙ Josh Cohen
 ∙ Joshua Dykman



 ∙ Julien van Loenen
 ∙ Justin Newton
 ∙ Kai Lin Liew
 ∙ Kai Steinbeck
 ∙ Kappi Divers
 ∙ Karina Sprechler Petersen
 ∙ Karma Dives
 ∙ Kelvin Dale
 ∙ Key Dives
 ∙ Kholousi Khayal
 ∙ Kirill Popov
 ∙ Kohala Divers
 ∙ Kosrae Village
 ∙ Kristina Soderquist
 ∙ Kuwait Diving Team / 

Science Club
 ∙ Lahaina Divers, Inc.
 ∙ Lanzarote Non Stop Divers
 ∙ L’Aquila DC By ASD L’Aquila 

Nuoto
 ∙ Latitud Scuba
 ∙ Laura Lomazzi
 ∙ Leo Saldunbides
 ∙ Leobardo Morales Cervantes
 ∙ Li Zhu
 ∙ Liang Chen
 ∙ Liquid Dive Dumaguete
 ∙ Lisa Krygsveld
 ∙ Live & Let Dive
 ∙ Lloyd Jones
 ∙ Lofoten Diving
 ∙ London Diving Centre
 ∙ London Suba Centre
 ∙ Louise Kraechter
 ∙ Lucja Rice
 ∙ Luke Ashford-Hodges
 ∙ Made in Blue
 ∙ Mahdi Andijani
 ∙ MaiDiving Divecenter
 ∙ Marco Giovannini
 ∙ Marco Lusa
 ∙ Mare Nostrum Diving 

Palermo
 ∙ Mark Mack
 ∙ Mark McNamara
 ∙ Mark Wolff
 ∙ Markus
 ∙ Marlin Divers Pte. Ltd
 ∙ Marlon Espina
 ∙ Martin Green 

 ∙ Martin Kelly
 ∙ Massimiliano Gallino
 ∙ Matava - Fiji’s Premier ECO 

Resort
 ∙ Matt Clements
 ∙ Maui-Diving
 ∙ Michael Hayes
 ∙ Michael Hughes
 ∙ Michele Caravati
 ∙ Micronesia Divers 

Association
 ∙ Micronesia Eco Divers 
 ∙ Min Hyeok Klm
 ∙ Moby Diving
 ∙ Moh Boon Leng
 ∙ Mohamad H Buhamadi
 ∙ Monther Jamal
 ∙ Montserrat Island Dive 

Centre
 ∙ Muhamad Bin Abdullah
 ∙ Mu-Han Chang
 ∙ Namae Scuba Resort
 ∙ Nautilus
 ∙ Nicolas Laatsch
 ∙ OBI BLU
 ∙ OCA Divers
 ∙ Ocean Plus Saipan Inc
 ∙ Oceans Unlimited
 ∙ Oliver Payne
 ∙ Ollie Powell
 ∙ One&Only Reethi Rah Dive 

Centre
 ∙ Orangeshark H2O Diving 

Centres
 ∙ Ozan Atabilen
 ∙ Pablo Aso Martin De Vidales
 ∙ Pacific Freediving
 ∙ Paolo Cardani
 ∙ Paradise Divers
 ∙ Parker Johnson
 ∙ Pascal Van der Lei
 ∙ Passions of Paradise
 ∙ Patrick Scott
 ∙ Patriot Scuba
 ∙ Pena Anza Rodrigo
 ∙ Penny Nelsen
 ∙ Perth Scuba
 ∙ Peter Bickerton
 ∙ Peter’s Dive Resort
 ∙ Pierre Brits

 ∙ Pilbara Dive & Tours
 ∙ Planet Ocean
 ∙ Planet Scuba India PVT LTD
 ∙ Plataran Dive
 ∙ Ploy Malaiwongs
 ∙ Plumeria Diving and 

Watersports Centre
 ∙ Po Hsiung Huang
 ∙ Poni Divers - BALI
 ∙ ppO2 mergulhos
 ∙ Pura Vida Divers
 ∙ Qi Palawan
 ∙ Rachel Watts
 ∙ Rafael Arocha Garcìa
 ∙ Rainbow Reef Dive Center
 ∙ Red Alert Diving
 ∙ Red Mangrove Dive Center
 ∙ Reef Scuba Ltd
 ∙ Remco Van ‘t Hooft
 ∙ Renee Tapsell
 ∙ Restuning Sandini
 ∙ Rich Karren
 ∙ Rick Miramontez
 ∙ Roatan Dive Center
 ∙ Robert Hodgkiss
 ∙ Robert McDowell
 ∙ Robert Soncini
 ∙ Robin Kendrick-Yates
 ∙ Ronald Boice
 ∙ Russell Hosp
 ∙ Rutgers University Scuba
 ∙ Ryan Anderson
 ∙ SA Scuba Shack
 ∙ Sabine Henkel
 ∙ Sacha Williamson
 ∙ Sail Caribbean Divers
 ∙ Sailing Club Divers
 ∙ Sairee Cottage Diving
 ∙ Samana Diving
 ∙ Sami Alhaj
 ∙ Saralyn Borg
 ∙ Sascha Engeler
 ∙ Scott Roberts
 ∙ Scott Taylor
 ∙ Scott Tilley
 ∙ Scuba 6 Eco Diving
 ∙ Scuba Adventures - Pakistan
 ∙ Scuba Center Asia
 ∙ Scuba Junkie
 ∙ Scuba Junkie Kota Kinabalu
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 ∙ Scuba Leeds
 ∙ Scuba Monkey
 ∙ Scuba Shack Diving Services
 ∙ Scuba Shack Koh Tao
 ∙ Scuba Symphony
 ∙ Scuba Wild
 ∙ Scubalino Tauchen Reisen 

GmbH
 ∙ Scubatec
 ∙ Scubatude
 ∙ Sea Divers
 ∙ Sea I See Dive Center
 ∙ Sea Sky Jeju
 ∙ Sean Flynn
 ∙ Seattle Scuba
 ∙ Sham’aa Hameed
 ∙ Shan Hai Jing Dive Center
 ∙ Shana Kent 
 ∙ Shan-Chen Yu
 ∙ Shannon Montalvo
 ∙ Shaun Soenen
 ∙ Sheesa Beach Dive Centre
 ∙ Shellie Hernandez
 ∙ Shiu Ming Chan
 ∙ Side Azura Dive Center
 ∙ Silvio Parigi
 ∙ Simon S. Lau
 ∙ Sin City SCUBA
 ∙ Southern Maryland Divers, LLC
 ∙ Stellar Divers
 ∙ Stephen Lyon
 ∙ Stephen Watkinson
 ∙ Steve Mays
 ∙ Steven Brown
 ∙ Steven Schwankert
 ∙ Sub Aqua Tech
 ∙ Subnauta
 ∙ Summer Dive Center
 ∙ Sunchaser Scuba
 ∙ Sweet Bottom Dive Center
 ∙ Tairua Dive & Marine
 ∙ Tech Dive Academy
 ∙ Terry Wilkins
 ∙ The Dive Bus
 ∙ The Dive Place
 ∙ The Dive Shack
 ∙ The Dive Shop
 ∙ The Dive Spot, Inc
 ∙ The Fifth Point Diving Centre
 ∙ The Maryland Scuba Center

 ∙ The Reef Marina
 ∙ The Ski & Scuba Connection
 ∙ Thomas Nielsen
 ∙ Three Diving Club
 ∙ Tim Ness
 ∙ Timothy Ramseyer
 ∙ Timothy Riley
 ∙ Tinos Dive Centre
 ∙ Tito Oliveras
 ∙ Torino Diving College
 ∙ Trevor Bowden
 ∙ Turismo Curu
 ∙ Two Fish Divers
 ∙ Tyler Hammel
 ∙ Universidad Anahuac
 ∙ University of Malta Diving 

Resource Centre
 ∙ Utila Dive Center
 ∙ Utila Lodge-Bay Island 

College of Diving
 ∙ UTW Palladium Kantenah
 ∙ Viewpoint North Diving
 ∙ Villa College Maldives
 ∙ VIP Diving
 ∙ Viti Water Sports - 

Matamanoa
 ∙ Viti Water Sports - Nadi
 ∙ Vivian Dive Centre
 ∙ Vivien Siaw Lee Jing
 ∙ Vladimir Akimov
 ∙ Waiheke Dive and Snorkel Ltd
 ∙ Waikawa Dive Centre
 ∙ Wavecrest Scuba
 ∙ West Side Scuba Centre
 ∙ White Star Quarry
 ∙ Wilfred Bindervoet
 ∙ William Nash 
 ∙ William Stevenson
 ∙ XTC Dive Center
 ∙ Xu Xin
 ∙ Yawen Fang
 ∙ Yinghao Zheng
 ∙ Yoo Seong Hwan
 ∙ Yvan Rouxel



Testimonials from
AWARE PARTNERS AWAREパートナーからの伝言

“人間が環境に与え続けている影響がますま
す認識されるようになるとともに、私たちが
100%AWARE パートナーであることで、私
たちの海を真剣に見守っていることを示すこ
とができるようになり、言葉だけではなく、同
じ志のお客様にはるかに魅力的な条件になっ
ていることがはっきりとしています ”
David Hayler-Montague（デビッド・ヘイ
ラー・モンタギュー）、
Bubbles Dive Center Gozo

“ 私の担当しているダイバーたちは、Project 
AWAREの認定カードをもらうのが本当に好
きです。それに、それは継続教育の普及・促進
に役立っています。というのも、みんな欲しが
るのはひとつではないからです！”
Debbie Miller（デビー・ミラー） PADIコー
ス・ディレクター、USA

“ 私たちは、ダイブ・トレーニング・センター
として、ダイビングを教えるだけでなく、海洋
環境の管理人になる方法も教える責任があ
ると信じています。Blue Corner Dive は、
海洋生物学者と共同で設立され、水中世界に
情熱を持つダイバーたちをひきつけていま
す。私たちは、この惑星で最高の生物多様性
をもつ手つかずの特別なリーフに連れ出しま
す。私たちは、 こうしたエリアへのインパク
トを最小限に抑えるために、環境に十分配
慮した方法で運営しなければなりません。私
たちが Project AWAREをサポートし、
100%AWAREになると決めたのは、です
から自然な選択でした”
Andrew Taylor（アンドリュー・テイラー）、
Blue Corner Dive インドネシア
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Corporate
PARTNERS
PADI®  

PADIプロフェッショナル・
メンバー  

PADI ®  ジャパン
padi.co.jp

Ocean Film Festival Australia
oceanfilmfestivalaustralia.com.au

Fourth Element
life.fourthelement.com

4ocean
4ocean.com

CLIF Bar
clifbar.com.au

Oceanographic
oceanographicmagazine.com

団体のパートナー

Professional Association of Diving 
Instructors（PADI）は、世界最大のダイ
ビング教育機関で、1989年にProject 
AWAREを、ダイバー教育を通じて環境
への認識を高める新たな構想として設
立しました。今日、Project AWAREは、
別の非営利団体で、自らの基金を集め、
自らの使命と目標を持って運営されて
います。PADIは、Project AWAREを金
銭ではない形のサービスでサポートし
ていて、私たちを世界中のダイバーと
プロフェッショナルたちと結びつけて
くれており、また、そのさまざまな場面
を通して寄付を集める手助けをしてく
れています。

世界中のPADIプロフェッショナル・
メンバーたちとの私たちのパートナー
シップは、世界的な保護活動とプログ
ラムを動かすのに欠かせません。PADI
のプロたちは、教え、指導し、地元の自
然保護に深く関わっています。Project 
AWAREは、彼らのサポートがなければ
私たちの目標や使命を達成すること
ができないでしょう。



ProjectAWARE
DONORS

$50,000+
USD

$10,000 - 
$49,999
USD

$5,000-
$9,999
USD

$1,000-
$4,999
USD

∙ PADI ®

 ∙ 4ocean
 ∙ The McBeth Foundation

 ∙ David Fishman
 ∙ Clif Bar Family Foundation
 ∙ K2 Wind Foundation  
 ∙ Mellam Family Foundation
 ∙  Sara and Bill Jackson

 ∙ Andrea Tesei
 ∙ Appleby Foundation  
 ∙ Bodzer Family  
 ∙ Carsten Beith
 ∙ Charles Garnsworthy
 ∙ Courtney Sachtleben
 ∙ Daniel Roozen
 ∙ Dean Crownover
 ∙ Donna Bidzer
 ∙ Douglas Oare
 ∙ Fernando Elizondo B.
 ∙ Franklin Philanthropic    

Foundation  
 ∙ Genesis Foundation  
 ∙ Henrik Nimb
 ∙ Jack Donald
 ∙ Jennifer Vascotto
 ∙ Kieran Mckey
 ∙ Kimberly Randal
 ∙ Kiran Somers
 ∙ Lee  Webber
 ∙ Mark Wilkinson

®

私たちは2018年に達成したことに誇りを感じています。2019年から先、私たちはきれいで健全な
海のために地方と世界に影響を与えるよう責任をもって活動します。

 ∙ Martin Nash
 ∙ Megan Denny
 ∙ Michele Chan
 ∙ Michelle Depew
 ∙ Michelle Burnett
 ∙ Orange County Community 

Foundation  
 ∙ Perth Scuba
 ∙ Rachel Nakamura 
 ∙ Robert Treverton
 ∙ Steven Sadler
 ∙ Strauss Family Foundation
 ∙ The Deupree Family         

Foundation  
 ∙ Thomas Richardson
 ∙ Tisa Moore
 ∙ Tonya Kok
 ∙ Warsaw Creatives  
 ∙ Yurie Namiki

寄付者
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$500 - 
$999
USD

 ∙ 50 State LLC  
 ∙ Al Hornsby
 ∙ Albert Vor Keller
 ∙ Amy Kimball
 ∙ Anamarija  Bogoger
 ∙ Anastasija  Kondratjeva
 ∙ Aquatic Safaris
 ∙ Barbara Wind
 ∙ Ben Greene
 ∙ Brian Anderson
 ∙ Brian McLaughlin
 ∙ Camilla Akrans
 ∙ Cheuk Chuen She
 ∙ Clover Sharman
 ∙ Courtney Dolinar-Hikawa
 ∙ Darcy Abrams
 ∙ Darla Hastings
 ∙ David Shane
 ∙ Deborah Brosnan and         

Associates  
 ∙ Diane Farr
 ∙ Earl McAloney
 ∙ Franziska Daeniker
 ∙ Garth Swanson
 ∙ Genevieve  Simpson
 ∙ Hank Louis 
 ∙ Jack Knutzen
 ∙ Jason Culliton
 ∙ Jeffrey Bohn
 ∙ Jim Szczurek
 ∙ Kandace Baker
 ∙ Karen Shelton Brown
 ∙ Katarina Lukovic
 ∙ Kelly Zanzarella
 ∙ Kevin Carney

 ∙ Kimberlee  Herold
 ∙ Kristin Wirth
 ∙ Laura Farrior
 ∙ Lorraine Butzke
 ∙ Luis Ventoza
 ∙ Michele Chan
 ∙ Ocean Connections  
 ∙ Page Porter
 ∙ Paul Takats
 ∙ Robert Russo
 ∙ Robert Tucker
 ∙ Roger Shields
 ∙ Russell & Diane Farr
 ∙ Sébastien Proust
 ∙ Steven Raucher
 ∙ Susan Robinson
 ∙ Susan Hill
 ∙ The Wisnewski/                   

Collatos 2015 Charitable 
Lead Annuity Trust 

 ∙ Tuomas Saarinen
 ∙ Wesley Bratton
 ∙ William Mellor
 ∙ William Fulbrook
 ∙ William Kendrick



Board of 
DIRECTORS

Project AWARE

アメリカ
議長：Dr. Drew Richardson
事務局長/財務：Kristin Valette
Jenny Miller Garmendia
Dr. Deborah Brosnan
Jeff Nadler

グローバルオペレーション
Danna Moore

副ディレクター、
政策およびキャンペーン
Ian Campbell 

クリーンオーシャン
Hannah Pragnell-Raasch

デジタルキャンペーンスペシャリスト
Orsi Fulop

副ディレクター、
グローバルコミュニケーション
Domino Albert

ヨーロッパ、
中東、アフリカ 
議長：Mark Caney
事務局長/財務：Suzanne Smith
Dr. Drew Richardson
Kristin Valette

Asia Pacific
議長：Henrik Nimb
事務局長/財務：Matthew Hill
Dr. Drew Richardson
Kristin Valette
Jenny Miller Garmendia

コミュニケーションスペシャリスト
Megan White

コミュニケーションおよび
翻訳コーディネーター  
Stefania Di Dio

デザインスペシャリスト
Christine Kulick

コミュニティエンゲージメント
マネージャー 
Louise Kraechter

コミュニティコンサベーション
オフィサー
Jack Fishman 

グローバルテックおよび

コミュニティコーディネーター
Peta Day

オペレーションおよび
プログラム拡張マネージャー 
Michelle Davidov

開発マネージャー
Lauren Wiskerson, CFRE

オペレーションリード 
Kian Clineff

TEAM *

* 印刷時現在

®

理事会

政策スペシャリスト、

ディレクター、

　私たちは共に達成したことを誇りに思っています。2018年から先、きれいで健全な海のために地域と世界に
影響を与えるための私たちの責任ある行動をサポートいただいていることに感謝いたします。

チーム*
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Our 
OFFICES

30151 Tomas, Suite 200
Rancho Santa Margarita, CA 92688
+1 949-858-7657

The Pavilions
Bridgwater Road
Bristol BS13 8AE United Kingdom
+44 117-300-7313

Unit 3, 4 Skyline Place
Frenchs Forest, Sydney, NSW, 2086 Australia
+ 61 2-9454-2890

日本ボランティア・オフィス
東京都渋谷区恵比寿南 1-20-1
PADIジャパン内
150-0022 日本
+81 3-5721-1731

私たちのオフィス

USオフィス オーストラリア・オフィス

イギリス・オフィス




